
L=6000m

A'           EKl           B'

2   1

C'

L=6000m

EKl       D'

2     1

A'B'。 C'D'′ )ヾレ ト
1 黒褐色 (25Y3/2)粘性砂質土 西側に焼土
2 オリーブ掲色 125Y4/4)粘性砂質土

W

L=6000m

E

１

２

３

４

５

暗灰黄色 (25Y5/2)シル ト
粘質上を含む

黄褐色 (25Y5/3)シ ル ト
粘質土を合む

晴オリーブ褐色 (25Y3/3)
シル ト 粘質土を含む
オリーブ褐色 (25Y4/4)
シジレト 粘質上を含む
にぶい黄色 (25Y6/4)シル ト
粘質上を含む

L=6000m

W             E  l
EP2          2

面訂 :

暗灰黄色 (25Y4/2)粘性砂質土
オリーブ掲色 (25Y4/3)粘性砂質土
黄掲色 (25Y5/3)粘性砂質土
オリーブ掲色 (25Y4/4)粘性砂質土
黄掲色 (25Y5/4)粘性砂質土
責褐色 (25Y5/4)粘性砂質土

篤
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礎

フ  o

″
17 8

第414回] SB1001 EK・ EP 断面図

り封ヒヘ2m

第415図 SB1001 遺物出土状況図
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第416図 SB1001 出土遺物(1)
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第417図 SB1001 出土遺物(2)
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第418図 SB1001 出土遺物(3)
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第419図 SB1001 出土遺物(4)
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③竪穴住居

竪穴住居 (SB1001)(第413～ 419図 )

検出場所  ltt δ―Ⅳ oQ-20お よび R-19、 20グ リッド

形態・規模 平面形状は南西部の大半が調査区外に位置するため不明だが、調査区内の 2辺は直線であ
るため、方形であったと考えられる。長軸7.35m(残存値)× 短軸7.3m(残存値)である。深度は0.29

mである。

土層 オリーブ褐色、黄褐色などのシル ト8層に細分した。断面図 CD、 GHか ら、床面は北へ向かっ

て緩やかに下っている。

土坑 EKlを 検出した。N23° Wを軸とした楕円形で、長軸1.24m、 短軸0.85m、 深度0。17mである。黒

褐色、オリーブ褐色の粘性砂質土を2層に細分した。 1層の西側に焼上を含む。

柱穴 柱穴 2基を検出した。暗灰責色、オリーブ褐色などの粘性砂質土を5～ 6層に細分した。

遺物出土状況 遺物は竪穴住居の東壁に多く分布する。遺物の大半は住居床面の直上から出上している。

出土遺物 3、 4は須恵器の杯蓋である。 5～ 8は須恵器の杯身である。 5の口縁部には複数の打ち欠

きが見られる。 9、 10は土師器の甕である。11、 12は土師器の甑の把手部分である。13～ 16は結晶片

岩の剥片の縁辺を加工した石庖丁か。17、 18は砂岩製の砥石で、被熱により変色している。19は結晶片

岩の台石か。中央に敲打によるくぼみがある。20～ 22は石核か。

時期 古墳時代後期 (TK43併行期)と考えられる。

④溝状遺構

溝状遺構 (SD1002)(第 420～ 422図 付図25'26)

検出場所  1区 。2区  δ―Ⅳ・Q～ T-20、 3~Ⅳ °H～ M-18、 B～ H-19、 A～ C-20、 お
よびδ一V・ Q、 R-1グ リッド

規模・断面形態 N10° Wを軸にして、調査区内を縦断する直線状の溝である。残存する延長距離は

81.20mである。最大幅1.20m、 深さ0,37mを 測る。断面形状は逆蒲鉾形、逆台形など多様である。

土層 llケ所のベルトを設定した。暗灰責色、オリーブ褐色などのシルトを2～ 10層に細分した。断

面形状は逆三角形、逆台形など多様である。底面の高さを見ると、南側 (AB)が高く、北側 (UV)が

低いことから、南から北への流れと推測される。

遺物出土状況 A-20グ リッドにおいて遺物が出上した。遺物は、遺構の底面と東側の傾斜に沿って

出土している。

出土遺物 23は石鏃である。24はサヌカイト製のスクレイパーである。251ま凹石である。凹部以外 |こ も

敲打痕が残るため、敲石の可能性がある。

時期 出上した遺物で図化できたのは石器のみであるが、土器の小破片や N10° Wに沿った直線状の溝
であることから、古代以降の可能性が高いと考えられる。

清状遺構 (SD1003)(第 423～ 425図 付図25・ 26)

検出場所 1区 。2区  ε一Ⅳ oM～ S-18、 G～ N-19、 C～ H-20グリッド

規模・断面形態 N10° Wを軸にして、調査区内を縦断する直線状の溝である。残存する延長距離は

56.40mである。最大幅1.40m、 深さ0.36mを測る。断面形状は半円形および皿形である。底面の高さを
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1 黒褐色 (2.5Y3/2)シ ル ト
2 暗オリーブ褐色 (25Y3/3)シル ト
3 暗オリーブ褐色 (25Y3/3)シル ト
4 暗灰黄色 (2.5Y4/2)シ ル ト
5 黄灰色 (2.5Y4/1)シ ル ト
6 オリーブ褐色 (25Y4/3)シ ル ト
7 黄掲色 (25Y5/3)シル ト
8 オリーブ褐色 (25Y4/3)シ ル ト
9 黄褐色 (25Y5/4)シル ト
10 黄掲色 (25Y5/4)シル ト

C

5

1 暗オリーブ掲色 (25Y3/3)シ ル ト
2 黒掲色 (25Y3/2)シ ル ト
3 黒褐色 (25Y3/1)シ ル ト
4 暗灰黄色 (25Y4/2)シ ル ト
5 オリーブ褐色 (25Y4/3)シル ト

L=5900m

i                  」

1 黄灰色 (25Y4/1)シ ル ト
2 暗灰責色 (25Y5/2)シ ル ト
3 黄灰色 (2.5Y5/1)シ ル ト
4 黄灰色 (25Y4/1)シ ル ト
5 黄灰色 (25Y5/1)シ ル ト
6 黄掲色 (25Y5/4)シ ル ト
7 黄掲色 (25Y5/3)シ ル ト

黒褐色 (25Y3/1)シル ト
暗オリーブ褐色 (25Y3/3)シ ル ト

暗灰黄色 (25Y4/2)シル ト
オリーブ掲色 (25Y4/6)シ ル ト
オリーブ褐色 (25Y4/6)シ ル ト

L=5900m

B
９００ｍ
． Ｄ

〓

１

２

G

M

９００ｍ
． Ｌ

〓９００ｍ

一
Ｈ K

１

２

暗灰黄色 (25Y5/2)シル ト
黄掲色 (25Y5/4)シル ト

L=5900m

N

1 暗灰黄色 (25Y4/2)シル ト
2 暗灰黄色 (25Y4/2)シル ト
3 黄掲色 (25Y5/6)シル ト
4 オリーブ褐色 (2.5Y4/3)シ ル ト
5 黄灰色 (25Y4/1)シル ト
6 黄掲色 (25Y5/4)シル ト
7 黄褐色 (25Y5/4)シル ト
8 責褐色 (25Y5/4)シル ト
9 黄灰色 (25Y4/1)シル ト
10 黄灰色 (25Y5/1)シル ト

と=5,900m

Q              R

1 暗灰黄色 (2.5Y4/2)シ ル ト
2 暗灰黄色 (25Y4/2)シル ト
3 オリーブ褐色 (25Y4/3)シ ル ト
4 オリーブ褐色 (25Y4/3)シ ル ト
5 暗灰黄色 (25Y4/2)シル ト
6 オリーブ褐色 (25Y4/3)シ ル ト
7 オリーブ褐色 (25Y4/4)シ ル ト
8 黄掲色 (25Y5/4)シル ト
9 黄褐色 (25Y5/4)シル ト

L=5900m

S              T

暗灰黄色 (25Y4/2)シル ト
黒掲色 (25Y3/2)シル ト
黄掲色 (25Y5/4)シル ト
オリーブ褐色 (25Y4/6)シル ト

L=5900m

O                    P

524

1 暗灰責色 (25Y4/2)シ ル ト
2 オリーブ褐色 (25Y4/4)シ ル ト
3 オリーブ掲色 (25Y4/3)シ ル ト
4 オリーブ掲色 (25Y4/4)シ ル ト
5 オリーブ褐色 (25Y4/4)シ ル ト

U

1 暗灰責色 (25Y4/2)シ ル ト
2 暗灰黄色 (25Y4/2)シ ル ト
3 オリーブ褐色 (25Y4/6)シ ル ト
4 黄掲色 (2.5Y5/4)シ ル ト
5 にぶい黄色 (25Y6/4)シ ル ト

第420図 SD1002 断面図
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第422図 SD1002 出土遺物
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L=5600m

A.瞬

密 .IB
2361745

1 暗灰黄色 (25Y4/2)シル ト
2 オリーブ掲色 (25Y4/3)シル ト
3 暗オリーブ掲色 (25Y3/3)シル ト
4 暗オリーブ掲色 (25Y3/3)シル ト
5 オリーブ掲色 (25Y4/3)シル ト
6 責掲色 (25Y5/3)シル ト
7 黄掲色 (25Y5/4)シル ト

晴灰黄色 (25Y4/2)
シ)レ ト

黄灰色 (25Y4/1)シル ト
暗オリーブ掲色 (25Y3/3)
シリレト

暗灰黄色 (25Y4/2)
シリレト
オリーブ掲色 (25Y4/4)
シリレト

M

黄灰色 (25Y4/1)シル ト
黄掲色 (25Y5/6)ンル ト

黒褐色 (25Y3/1)シル ト
暗灰黄色 (25Y4/2)シ ル ト
暗灰黄色 (25Y5/2)シル ト

1 黄灰色 (25Y4/1)シ ル ト
2 黒掲色 (25Y3/2)シ ル ト
3 晴灰責色 (25Y4/2)シル
4 黒掲色 (25Y3/2)シ ル ト
5 オリーブ褐色 (25Y4/4)
6 資掲色 (25Y5/4)シル ト
7 黄掲色 (25Y5/4)シル ト

I

ト

ンル ト

3  1

黄灰色 (25Y4/1)シル ト
オリーブ掲色 (25Y4/3)シ ル ト
責掲色 (25Y5/6)シル ト

1 晴灰黄色 (25Y4/2)シル ト
2 黄灰色 (2.5Y4/1)シ ル ト
3 皓オリーブ掲色 (25Y3/3)シル ト
4 オリーブ褐色 (25Y4/4)シル ト
5 黒褐色 (25Y3/2)シ ル ト
6 黄灰色 (25Y5/1)シ ル ト
7 黄掲色 (25Y5/4)シ ル ト

L‐5600m

L

黄灰色 (25Y4/1)シ ル ト
暗灰黄色 (25Y4/2)シ ル ト
黄掲色 (25Y5/6)シ ル ト

1 黄灰色 (25Y5/1)シ ル ト
2 暗灰黄色 (25Y4/2)シル ト
3 オリーブ褐色 (25Y4/6)シル ト
4 オリーブ掲色 (25Y4/3)シル ト
5 暗オリーブ掲色 (25Y3/3)シ ル ト
6 黄掲色 (25Y5/3)シル ト
7 黄褐色 (25Y5/4)シル ト

L=5600m

X

暗灰黄色 (25Y4/2)シル ト
黄掲色 (25Y5/4)シル ト
オリーブ褐色 (25Y4/4)シ ル ト

戸
６００ｍ
． Ｊ
〓

１

２

３

１

２

３

６

７

８

９

１０

２

３

　

４

　

５

オリーブ掲色 (25Y4/3)
ンル ト

暗灰黄色 (25Y5/2)
シル ト
黄掲色 (25Y5/4)シ ル ト
黄掲色 (25Y5/3)シ ル ト
黄褐色 (25Y5/6)
シ)レ ト

６００ｍ

一
Ｎ

〓

１

２
1 黄灰色 (25Y4/1)シ ル ト
2 黄灰色 (25Y5/1)シ ル ト
3 黄灰色 (25Y4/1)シ ル ト
4 黄掲色 (25Y5/4)シ ル ト
5 オリーブ掲色 (25Y4/4)シ
6 黄灰色 (25Y4/1)シ ル ト
7 黄褐色 (25Y5/6)シ ル ト

８

　

９

１０

　

１１

　

１２

１

２

３

４

５

６

７

１

２

３

１

２

３黄灰色 (25Y4/1)シル ト
オリーブ黒色 (5Y3/1)
シル ト

暗灰黄色 (25Y4/2)
シル ト

暗灰責色 (25Y4/2)
シル ト
オリーブ掲色 (25Y4/3)
シル ト
黄掲色 (25Y5/4)シル ト
黄褐色 (25Y5/4)シル ト

暗オリーブ褐色

(25Y3/3)シ )レ ト
責灰色 (25Y6/1)砂質土
黒掲色 (25Y3/1)
シジレト
にぶい黄色 (25Y6/4)
シ)レ ト

黄灰色 (25Y4/1)
シ)レ ト

黄掲色 (25Y5/6)
シリレト

第423図 SD1003 断面図
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0          1m

第424図 SD1003 遺物出土状況図

◆

9     5cm

第425図 SD1003 出土遺物
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見ると、南側 (AB)が高く北側 (WX)が低いことから、SD1002と 同様に南から北への流れと推測さ

れる。

上層 12ヶ所のベルトを設定した。暗灰黄色、責掲色などのシルトを2～ 13層に細分した。

遺物出土状況 0-19グ リッド周辺で遺物がまとまって出土したが、大部分は土器の小破片である。

出上遺物 26は須恵器の杯蓋である。27は石鏃である。

時期 SD1002と 並行に掘られた直線状の溝であり、やはり古代以降と推測される。

溝状遺構 (SD1005)(第 426。 427図 付図25)

検出場所 1区  δ―Ⅳ oS、 T-18グ リッド

規模・断面形態 N24° Wを軸にする。調査区の南西側で僅かに検出された。残存する延長距離は4.25

mである。最大幅1.15m、 深さ0。14mを測る。断面形状は不整形の台形である。

土層 灰色、にぶい黄色などのシルトを4層に細分した。

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出土遺物 281よ高杯の脚部である。

時期 弥生時代後期後半と考えられる。

清状遺構 (SD1008)(第 428～ 430図 付図25)

検出場所  l tt ε一Ⅳ・E-18、 19お よび F-19グ リッド

規模・断面形態 N73° Eを軸にするが、東端は北へ緩やかに弧を描 く。残存する延長距離は11.5mである。

最大幅0.6m、 深さ0.22mを測る。断面形状は半円形である。底面の高さを見ると、南西側 (AB)が北

東側 (EF)よ りも低 く、北東から南西への流れと推測される。

上層 暗灰責、オリーブ褐色などのシルトを3～ 7層 に細分した。

遺物出土状況 遺構検出面で結晶片岩の台石が出上した。

出土遺物 29イよ結晶片岩の台石である。

時期 不明である。

溝状遺構 (SD1011)(第 431・ 432図 付図25)

検出場所 1区  ε一Ⅳ・F-19、 20グ リッド

規模 。断面形態 N54° Wを軸にするが、西側は SD1002と 合流し、一部は SD1012に 切られている。残

存する延長距離は3.30mである。最大幅0,9m、 深さ0。16mを測る。断面形状は半円形である。

土層 暗灰黄、オリーブ褐色などのシルトを4層に細分した。

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出土遺物 30は土師質土器の皿である。底部に焼成前の穿孔がある。

時期 中世と考えられる。

溝状遺構 (SD1020)(第 433～ 438図 付図26)

検出場所 2区・3区  ε―Ⅳ・0～ Q-18、 Q～ S-19、 R～ T-20お よびα―Ⅳ・A-20グ リッド

規模・断面形態 N32° Eを軸に、調査区内を横断する直線状の溝である。調査区の南西側で僅かに検
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W

３

４

１

２

礫層
灰色 (75Y4/1)シル ト

L=5800m

E

にぶい黄色 (25Y6/4)シル ト
黄掲色 (25Y5/3)シ ル ト

C

１

２

３

E

著

暗灰黄色 (25Y4/2)シ ル ト
オリーブ掲色 (25Y4/3)シ ル ト
黄褐色 (25Y5/4)シ ル ト

第428図 SD1008 断面図

0                    1m

第426図 SD1005 断面図

L=5500m

B

1 暗灰責色 (25Y4/2)シル ト
2 オリーブ掲色 (25Y4/4)シ ル ト
3 オリーブ褐色 (25Y4/4)シ ル ト
4 オリーブ褐色 (25Y4/3)シ ル ト
5 暗灰黄色 (25Y4/2)シル ト
6 責掲色 (25Y5/4)シル ト
7 責褐色 (2.5Y5/4)シ ル ト

l rn

W

L=5500m

D

9             1            10Cm

第427図 SD1005 出土遺物

1 晴灰黄色 (25Y4/2)シル ト
2 黄褐色 (25Y5/3)シル ト
3 オリーブ褐色 (25Y4/3)ン ル ト
4 黄褐色 (25Y5/4)シル ト
5 責褐色 (25Y5/4)シル ト

L=5500m

F

第429図 SD1008 遺物出土状況図
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L=5600m

NE

１

２

３

４

暗灰黄色 (2.5Y5/2)シ ル ト

暗灰黄色 (2.5Y4/2)シ ル ト
オリーブ掲色 (2.5Y4/3)シ ル ト

黄褐色 (25Y5/4)シ ル ト

lm

B

５００ｍ

一
Ａ

〓

第432図 SD1011 出土遺物

1 黒褐色 (25Y3/2)シ ル ト
2 晴灰黄色 (2.5Y4/2)シ ル ト
3 オリープ掲色 (26Y4/3)シル ト
4 黄掲色 (25Y5/4)ン ル ト
5 暗オリーブ掲色 (25Y3/3)シル ト
6 暗灰黄色 (25Y4/2)シ ル ト
7 オリーブ掲色 (2.5Y4/3)シ ル ト
8 黄掲色 (25Y5/6)シル ト
9 黄灰色 (2.5Y4/1)シ ル ト
10 黄掲色 (25Y5/3)シル ト
11 暗灰黄色 (25Y4/2)シル ト
12 責灰色 (25Y4/1)シル ト
13 オリーブ掲色 (2.5Y4/4)シ ル ト
14 オリーブ掲色 (2.5Y4/3)シ ル ト
15 暗灰黄色 (25Y4/2)シル ト
16 暗灰黄色 (25Y5/2)シル ト
17 責褐色 (25Y5/3)シ ル ト

0                    1m

第433図 SD1020 断面図

出されたため、形状は不明。残存する廷長距離は29.00mである。最大幅3.10m、 深さ0.81mを測る。断

面形状は上半は逆二等辺三角形であるが、底部は長方形である。

土層 黒褐色、黄褐色などのシルトを17層に細分した。

遺物出土状況 遺構の南西部である P～ R-18、 19グ リッドにおいて、遺物が集中して出土した。す
べての遺物はSDの上層で出上しているため、SDが埋没する最終段階で遺物が混入したものと考えら

れる。

出土遺物 31、 32は土師器の椀である。33～ 37は土師器の甕である。38は土師器の甑の把手である。

39、 40は須恵器の杯蓋である。41～ 48は須恵器の杯身である。41は底部外面に刻書がある。49は須恵
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第434図 SD1020 遺物出土状況図(1)
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第436図 SD1020 遺物出上状況図(3)
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第437図 SD1020 出土遺物(1)
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W

L=5500m

E

1 灰黄色 (25Y6/2)シル ト
2 オリーブ褐色 (25Y4/4)シ ル ト

0                 05m

断面図

―

^―

∧
64

⌒

0                          5cm

第440図 SD1022 出土遺物

第 439図  SD1022

器の魅である。須恵器の杯身は概ね口径が11～ 12cm、 器高が 4～ 5 cmで、口径に比べて器高が高い。

杯蓋の外面に明瞭な突線状の稜が巡ることから、TK23～ TK47型式に併行すると考えられる。50～ 52

は弥生土器の甕である。53～ 59は弥生土器の鉢である。60～ 62は弥生土器の高杯である。63は土師器

の杯である。

時期 弥生時代後期から古墳時代後期初頭 (TK47併行期)であるが、一部に9世紀代の遺物を含む。
遺物出土状況図 (第434～ 436図)を見ると、古墳時代後期の遺物は Q・ R-19グ リッドに分布し、弥

生時代後期の遺物は西側の Q-18・ 19グ リッドに分布することがわかる。

清状遺構 (SD1022)(第 439。 440図 付図26)

検出場所 2区  ε―Ⅳ・R、 S-18グ リッド

規模・断面形態 Nll° Eを軸に、SD1003か ら分岐した直線状の溝である。残存する延長距離は5,95m

である。最大幅0.45m、 深さ0。12mを 測る。断面形状は半円形である。

土層 灰責色、オリーブ褐色のシルトを2層に細分した。

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出土遺物 64は石鏃である。

時期 弥生時代の可能性が高い。

溝状遺構 (SD1024)(第 441～ 443図 付図26)

検出場所 2区 。3区  α一Ⅳ・A-18～ 20グ リッド

規模・断面形態 N80° Eを軸に、調査区を横断する直線状の溝である。残存する延長距離は10.40mで

ある。最大幅1.00m、 深さ0,21mを 測る。断面形状は半楕円形である。

上層 オリーブ褐色、暗灰責色などのシルトを4層に細分した。

遺物出土状況 遺物は溝の底面と遺構検出面において出土した。

出土遺物 65は土師器の甑の把手である。

時期 古墳時代から古代の可能性が高い。

③柵列

柵列 (SG1001)(第 444図 )

検出場所 2区  ε―Ⅳ・K、 L-19グリッド

―-402-―



オリーブ褐色 (25Y4/4)シル ト
暗灰黄色 (25Y4/2)シ ル ト
晴オリーブ掲色 (25Y3/3)シ ル ト
オリーブ掲色 (25Y4/4)シル ト

第441図 SD1024 断面図

|∽

0                    1m

第442図 SD1024 遺物出土状況図
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形態 。規模 N58° Wを軸に4.90mに渡って 6基の柱穴
で構成される。

土層 各柱穴の堆積は暗灰黄色、オリーブ褐色などのシ
ルトで、粘質土を含む。 2～ 4層に細分した。

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出土遺物 図化できる遺物は出土していない。

時期 不明である。

Cm

第443図 SD1024 出土遺物

柵列 (SG1002)(第 445。 446図 )

検出場所 2区  ε一Ⅳ・K-19、 L-18、 19グ リッド

形態 。規模 N57° Wを軸に7.15mに渡って 8基の柱穴で構成される。

土層 各柱穴の堆積は暗灰黄色、責褐色などのシルトで、粘質土を含む。 3～ 4層に細分した。
遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出土遺物 66は鉄製品の釘である。

時期 不明である。
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オリーブ褐色 (25Y4/3)粘質土
黄掲色 (25Y5/4)シ ル ト 粘質土を含む

黄褐色 (p.5Y5/3)シ ル ト 粘質土を含む
暗オリーブ褐色 (25Y3/3)シ ル ト 粘質上を含む
オリープ掲色 (25Y4/4)シ ル ト 粘質土を含む
黄褐色 (25Y5/4)シル ト 粘質土を含む

オリーブ掲色 (25Y4/3)シ ル ト 粘質上を含む
黄掲色 (25Y5/3)シル ト 粘質上を含む

暗灰黄色 (25Y4/2)シル
オリーブ掲色 (25Y4/6)
オリーブ褐色 (25Y4/4)

暗灰黄色 (25Y4/2)シル
オリーブ掲色 (25Y4/4)
オリーブ褐色 (2.5Y4/6)
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卜 粘質上を含む
シル ト 粘質土を含む
シル ト 粕質土を含む

卜 粘質土を含む
シル ト 粘質上を含む
シル ト 粘質土を含む

第449図 SG1005

3叩・9

平・断面図

EPl
l オリーブ褐色 (25Y4/3)シ ル ト 粘質上を含む
2 責掲色 (25Y5/3)シ ル ト 粘質上を含む

EP2
1 オリーブ褐色 (25Y4/6)シ ル ト 粘質上を含む
2 オリーブ褐色 (2.5Y4/3)シ ル ト 粘質土を含む
3 暗灰黄色 (25Y4/2)粘 質土
4 オリーブ掲色 (25Y4/4)粘 質土
5 オリーブ褐色 (25Y4/3)粘 質土
6 黄掲色 (2.5Y5/3)粘 質土
7 暗オリーブ掲色 (25Y3/3)粘 質土

EP3
1 オリーブ掲色 (2.5Y4/3)シ ル ト 粘質土を含む
2 黄掲色 (25Y5/3)シ ル ト 粘質上を含む
3 暗灰責色 (25Y4/2)粘質土

第450図 SG1006 平・断面図

柵列 (SG1003)(第 447図 )

検出場所 2区  ε―Ⅳ・K-19、 L-18、 19グ リッド

形態 。規模 N61° Wを軸に7.70mに渡って 5基の柱穴で構成される。

土層 各柱穴の堆積は暗灰黄色、オリーブ褐色などの粘質土または粘質土を含むシルトで、 2～ 4層に

細分した。

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

SA1003EP6
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出土遺物 図化できる遺物は出上していない。

時期 不明である。

柵列 (SG1004)(第 448図 )

検出場所 2区  ε一Ⅳ・K-19、 20グ リッド

形態・規模 N57° Wを軸に6.75mに渡って 5基の柱穴で構成される。

土層 各柱穴の堆積は黒褐色、責褐色などのシルトで、粘質上を含む。 2～ 4層に細分した。

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。
出土遺物 図化できる遺物は出土していない。

時期 不明である。

柵列 (SG1005)(第 449図 )

検出場所 2区  ε―Ⅳ・」、K-20グリッド

形態・規模 N58° Wを軸に3.20mに渡って 5基の柱穴で構成される。

土層 各柱穴の堆積はオリーブ褐色、黄褐色などの粘質土または粘質土を含むシルトで、 2～ 4層に細
分した。

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出土遺物 図化できる遺物は出土していない。

時期 不明である。

柵列 (SG1006)(第 450図 )

検出場所 2区  ε―Ⅳ・R、 S-18グ リッド

形態・規模 N12° Wを軸に4.85mに渡って3基の柱穴で構成される。SA1001の西壁にそって構築される。

土層 各柱穴の堆積はオリーブ掲色、黄褐色などの粘質土または粘質上を含むシルトで、 2～ 7層に細
分される。

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出土遺物 図化できる遺物は出上していない。

時期 不明である。

⑥土坑

土坑 (SK1006)(第451図 )

検出場所 1区  ε―Ⅳ・D、 E-19グ リッド

形態 。規模 平面形状は、N29° Eに長軸をもつ隅丸長方形で、中央をSD1002に 切られている。長軸
2.40m× 短軸0,70m、 深度は0.59mである。

土層 黒褐色、責褐色などのシルトを18層に細分した。
遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出土遺物 図化できる遺物は出土していない。

時期 本遺跡の他の類例からみて、古墳時代後期から古代の可能性が高い。
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SD1002
1 オリーブ掲色 (25Y4/4)
シル ト
2 黒褐色 (25Y3/2)シ ル ト
3 暗オリーブ褐色 (25Y3/3)
シル ト
4 黄掲色 (25Y5/6)シ ル ト
5 暗灰黄色 (25Y4/2)シル ト
6 黄灰色 (25Y4/1)シ ル ト
7 黒褐色 (25Y3/2)シ ル ト
8 黄掲色 (25Y5/6)シ ル ト
9 黒掲色 (25Y3/2)シ ル ト
10 暗オリーブ掲色 (25Y3/3)
シル ト
11 黒掲色 (25Y3/1)シ ル ト
12 黄灰色 (25Y4/1)シル ト
13 晴オリーブ掲色 (25Y3/3)
シル ト

黄褐色 (25Y5/3)シル ト
黄掲色 (25Y5/6)シル ト
黄褐色 (25Y5/3)シル ト
黄掲色 (25Y5/4)シル ト
黄掲色 (25Y5/6)シ ル ト

第451図 SK1006 平・断面図

土坑 (SK1013)(第452・ 453図 )

検出場所 2区  ε一Ⅳ・I-18、 19グ リッド

形態 。規模 平面形状は、N83° Eに長軸をもつ不整精円形である。長軸3.20m X短軸1.41m、 深度は

0.12mである。

上層 暗灰黄色、黒褐色、にぶい責色の粘性砂質土を3層に細分した。

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出土遺物 67は須恵器の杯身である。

時期 古墳時代後期と考えられる。

土坑 (SK1020)(第454・

検出場所 2区  じ一Ⅳ

455Eコ )

'0-18グ リッド

N69° Wに長軸をもつ不整楕円形で、底面の北半に東西方向を長軸とした長形態 。規模 平面形状は、
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O‐ 18よ り東へ2m

1黒褐色 (25Y3/2)粘性砂質土
2晴オリーブ掲色 (2.5Y3/3)粘 性砂質土
3黒掲色 (25Y3/1)粘性砂質土
4黒掲色 (2.5Y3/2)粘 性砂質土
5暗オリーブ掲色 (25Y3/3)粘性砂質土

第454回] SK1020

6黄掲色 (25Y5/4)粘性砂質土
7黄掲色 (25Y5/6)粘性砂質土
8黄褐色 (25Y5/6)粘性砂質土
9にぶい黄色 (2.5Y6/3)粘 性砂質土

0 lm

遺物出土状況図・断面図

M
9      1      lqCm

第455図 SK1020 出土遺物
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1 黒褐色 (25Y3/2)シ ル ト
2 黒褐色 (25Y3/1)シ ル ト
3 黒褐色 (25Y3/1)シ ル ト
4 暗オリーブ褐色 (25Y3/3)シ ル ト
5 黒色 (25Y2/1)シル ト

4           12

黒掲色 (25Y3/1)シル ト
黄灰色 (25Y4/1)シル ト
暗灰黄色 (25Y4/2)シ ル ト
黄灰色 (25Y5/1)シル ト
暗灰黄色 (25Y5/2)シ ル ト

黄灰色 (25Y4/1)シ ル ト
黄掲色 (25Y5/6)シ ル ト
オリーブ掲色 (25Y4/6)
黄灰色 (25Y5/1)シ ル ト
オリーブ褐色 (25Y4/4)

６

７

８

９

１０

第456図 SK1026 平・断面図

方形を呈する深い部分がある。長軸2.13m× 短軸1.65m、 深度

は0.45mで ある。

土層 黒褐色、暗オリーブ褐色などの粘性砂質土を9層に細分
した。

遺物出土状況 遺物は長方形の部分から出土している。断面図
を見ると、遺構の上層に大部分の遺物が分布する。

出土遺物 68は土師器の甕の口縁部である。69は須恵器の杯蓋

である。70は弥生土器の奏の底部小破片である。

時期 古墳時代後期と考えられる。

土坑 (SK1026)(第456・ 457図 )

検出場所 2区  α―Ⅳ・A-18グ リッド

形態・規模 平面形状は、N88° Eに長軸をもつ長方形である。
である。

土層 黒褐色、暗オリーブ褐色などのシルトを15層に細分した。
遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。
出土遺物 71は須恵器の甕の口縁部小破片である。

時期 古墳時代後期と考えられる。

7鍵は
Cm

第457図 SK1026 出土遺物

長軸2.00m× 短軸0.83m、 深度は0,39m
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1 責灰色 (25Y4/1)シ ル ト
2 黒掲色 (2.5Y3/1)シ ル ト
3 黒褐色 (25Y3/1)シ ル ト
4 黒褐色 (25Y3/2)シ ル ト
5 黄灰色 (25Y5/1)シ ル ト

暗灰黄色 (25Y4/2)シル ト
暗灰黄色 (25Y4/2)シル ト
オリープ褐色 (2.5Y4/4)シ ル ト
オリーブ褐色 (25Y4/6)シル ト
黄褐色 (25Y5/6)シル ト

６

７

８

９

１０

準曇≦手こL挽4

て芋戎

第459図 SK1027 出土遺物

?   I  中

第 458図  SK1027 遺物出土状況図・断面図
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土坑 (SK1027)(第458・ 459図 )

検出場所 2区 α―Ⅳ・A-18グ リッド

形態・規模 平面形状は、N88° Eに長軸をもつ長方形である。長軸2.23m× 短軸0.95m、 深度は0.30m
である。SK1027と 並行に掘られ、対をなしている。

土層 黄灰色、黒褐色などのシルトを10層に細分した。

遺物出土状況 遺物は遺構の中央部から東にかけて出上した。断面図によると、中層の 4～ 5層に集中

する。

出土遺物 72は土師器の椀である。73は土師器の奏である。74、 75は須恵器の杯身である。

時期 古墳時代後期 (TK47併行期)と 考えられる。

⑦桂穴

柱穴 (SP1030)(第460・ 461図 )

検出場所 2区  α一Ⅳ・M-19グリッド

形態 。規模 平面形状は、ほぼ円形である。長軸0.26m× 短軸0.25m、 深度は0.09mである。

土層 粘質土を含む黄褐色のシルトを2層に細分した。

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出上遺物 76は鉄製品の釘である。

時期 不明である。

桂穴 (SP1049)(第462・ 463図 )

検出場所 2区  α―Ⅳ oS-18グ リッド

形態・規模 平面形状は、東西方向に長軸をもつ楕円形である。長軸0.38m× 短軸0.36m、 深度は0.33

mである。

上層 黒褐色、暗オリーブ掲色などのシルトで、粘質土を含む。 5層 に細分した。

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出土遺物 77は砥石である。

時期 不明である。

③自然流路

自然流路 (SR1002)(第464～ 475図・付図25'27)

検出場所  1区  δ―Ⅳ oS-18、 19、 20、 T-19、 20、 ε―Ⅳ・A-19、 20、 B-20、 ε一VoA、

B-1グ リッド

形態・規模 N40° Eを軸に南西から北東方向へ廷びる自然流路である。残存する延長距離は18.00m

で、最大幅5,10m、 深さ1.20mを測る。断面形状は逆三角形および逆蒲鉾形である。断面図によると、

底面の高さは南西側 (AB)が北東側 (EF)よ り僅かに低 くなっており、北東から南西への流れであっ

たと推測される。SRと したが、眉山から北へ延びる埋没尾根上を横切るように掘削されており、人工

的に掘られた溝状遺構の可能性が高い。環濠としての機能も想定される。また、遺構内で柱穴 (EP)

8基を検出した。
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第461図 SP1030 出土遺物

第462図 SP1049 平・断面図

土層 黒褐色、オリーブ褐色のシルト、黒掲色、黄灰色の粗砂層など38層 に細分した。遺構内柱穴 (EP)
は EP l～ 3において、にぶい黄褐色、暗褐色などの粘質土を含むシルトを2～ 3層に細分した。

遺物出土状況 SR1002は広範囲から多量の遺物が出上したため、北東部からA～ Dに 区分して取り上

げた。Aは SR1002の北東部の北岸に近い位置に集中して分布する。Bは流路の中央部から北側にかけて、

やや散浸に分布する。C、 Dは SR1002の 中央部に帯状に集中する。垂直分布からは、Aでは上層にま

とまって分布するが、Bでは上層出上の一群とは別に、下層にまとまりが見える。Cでは中層に大部分

が分布し、下層と上層に散浸な分布がある。Dでは Cと 同様に中層での分布が密であり、上層に散混

な分布が見られ、下層の一部にも密な部分がある。大半の遺物は、上層から出土した弥生時代後期後半

のものであるが、最下層では弥生時代中期後半の上器も見られる。

出土遺物 78～ 86は、Aの範囲から出上 した遺物である。78～ 80は壼である。81は奏である。82は

高杯の脚部である。83は結晶片岩製の打製石庖丁である。84～ 86は敲石である。86は両側面に敲打痕、

表面に擦痕が残るが、裏面は割れている。

87～ 126は、Bか ら出土した遺物である。87～ 95は壼である。96～ 111は甕である。112は鉢の底部

一⑧  )的ド20よ .

L=5300m

W          E! 

号§:すgi:;:|;|;i
0                  05m

第460図 SP1030 平 。断面図
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黒掲色 (25Y3/2)シル ト
粘質土を含む
暗オリーブ掲色 (25Y3/3)
シル ト 粘質土を含む
黄掲色 (25Y5/3)シル ト
粘質土を含む
4 オリーブ掲色 (25Y4/4)
シル ト 粘質土を含む
5 責掲色 (25Y5/4)シ ル ト
粘質上を含む

0                  05m

77

0m

第463図 SP1049 出土遺物
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10 17 1413152218 19  2026 25         10 17  14 13 152218 19

1 黒色 (25Y2/1)シ ル ト
2 オリーブ掲色 (25Y4/3)シ ル ト
3 暗灰責色 (25Y5/2)シル ト
4 オリーブ掲色 (2.5Y4/3)シ ル ト
5 暗灰責色 (26Y5/2)シル ト
6 オリーブ褐色 (25Y4/3)シ ル ト
7 オリーブ掲色 (25Y4/3)シ ル ト
8 暗灰黄色 (25Y5/2)シ ル ト
9 暗オリーブ褐色 (25Y3/3)シ ル ト
10 晴灰責色 (25Y4/2)シ ル ト
11 黄褐色 (25Y5/4)シ ル ト
12 暗灰黄色 (25Y4/2)シル ト
13 黄褐色 (25Y5/3)シ ル ト
14 暗灰黄色 (25Y4/2)シル ト
15 責褐色 (25Y5/3)シ ル ト

16 責灰色 (25Y4/1)シル ト
17 黄灰色 (25Y6/1)シル ト
18 黒掲色 (25Y3/1)粗砂
19 黄掲色 (2.5Y5/4)シ ル ト
20 黄掲色 (25Y5/3)シル ト
21 オリーブ褐色 (25Y4/4)シ ル ト
22 黄灰色 (25Y4/1)粗砂
23 黒褐色 (25Y3/2)粗砂
24 黄褐色 (25Y5/6)シル ト
25 暗灰黄色 (25Y4/2)シ ル ト
26 責褐色 (25Y5/4)シル ト
27 黄褐色 (25Y5/4)シル ト
28 暗灰黄色 (25Y4/2)シ ル ト
29 暗オリーブ掲色 (25Y3/3)細砂

1 黒色 (25Y2/1)シ ル ト
2 黒褐色 (25Y3/2)シ ル ト
3 オリーブ掲色 (2.5Y4/3)シ ル ト
4 暗灰黄色 (25Y4/2)シル ト
5 オリーブ掲色 (2.5Y4/4)シ ル ト
6 黄灰色 (25Y4/1)シ ル ト
7 暗オリーブ褐色 (25Y3/3)シ ル ト
8 黄掲色 (25Y5/0)シ ル ト
9 暗灰黄色 (25Y4/2)シ ル ト
10 オリーブ掲色 (25Y4/3)シル ト
11 黄掲色 (25Y5/4)シル ト
12 オリーブ褐色 (25Y4/6)シ ル ト
13 黄掲色 (25Y5/3)粘質土
14 オリーブ掲色 (25Y4/6)シ ル ト
15 暗灰黄色 (25Y5/2)粘質土
16 にぶい黄色 (25Y6/3)粘質土
17 灰責色 (25Y6/2)粘質土

18 オリーブ掲色 (25Y4/4)粘質土
19 暗灰黄色 (25Y5/2)粘質土
20 黄褐色 (25Y5/6)シル ト
21 にぶい黄色 (25Y6/4)粘土
22 にぶい黄色 (25Y6/4)粘土
23 責掲色 (25Y5/6)シル ト
24 オリーブ掲色 (25Y4/3)ン ル ト
25 オリーブ掲色 (2.5Y4/3)シ ル ト
26 オリーブ掲色 (2_5Y4/4)シ ル ト
27 にぶい黄色 (25Y6/4)粘土
28 オリーブ掲色 (25Y4/3)シ ル ト
29 にぶい責色 (25Y6/3)粘土
30 オリーブ掲色 (25Y4/4)シ ル ト
31 暗オリーブ褐色 (25Y3/3)細砂
32 灰黄色 (25Y6/2)粘土
33 黄灰色 (25Y4/1)組砂

第464図 SR1002 断面図(1)

破片である。113～ 1221ま高杯である。122は高台部外面に線刻がある。123は磨製石庖丁である。1241ま

石杵である。下部に朱が付着する。125、 126は須恵器の杯身である。

127～ 184は、Cか ら出土した遺物である。127～ 140は壺である。141～ 155は甕である。156～ 158

は鉢である。159～ 176は高杯である。177、 178は石鏃である。179は打製石庖丁である。180は磨製石

斧である。181は砥石である。182、 183は敲石である。184は土師器の甑の把手である。

185～ 195は、Dか ら出土した遺物である。185～ 189は董である。190は弩の口縁部である。191は鉢
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E

W

暗掲色 (10YR3/4)シ ル ト
粘質上を含む

褐色 (loYR4/4)シ ル ト
粘質土を含む
にぶい黄褐色 (10YR5/4)
シジレト 粘質土を含む

34 1 28 26 27 5
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攪乱
黒掲色 (25Y3/1)シ ル ト
黒色 (25Y2/1)シ ル ト
黒掲色 (25Y3/2)シ ル ト
黄灰色 (25Y4/1)シ ル ト
黄褐色 (25Y5/3)シ ル ト
暗灰黄色 (25Y4/2)シ ル ト
黄掲色 (25Y5/6)シ ル ト
オリーブ掲色 (25Y4/3)シ ル ト
オリーブ掲色 (25Y4/4)シ ル ト
オリーブ掲色 (25Y4/4)シ ル ト
黄掲色 (25Y5/4)シ ル ト
責掲色 (25Y5/6)シル ト
にぶい黄色 (25Y6/3)粘土
黄掲色 (25Y5/3)粘質生
灰黄色 (25Y6/2)粘土
黄掲色 (25Y5/3)シル ト
黄褐色 (25Y5/3)シル ト
黄掲色 (25Y5/4)シル ト

20 暗灰黄色 (25Y5/2)シ ル ト
21 オリーブ掲色 (25Y4/6)シル ト
22 オリーブ掲色 (25Y4/3)砂質土
23 オリーブ掲色 (25Y4/4)シル ト
24 黄掲色 (25Y5/4)シ ル ト
25 明黄掲色 (25Y6/6)粘土
26 オリーブ掲色 (25Y4/3)シル ト
27 黄灰色 (25Y5/1)粗砂
28 オリーブ掲色 (25Y4/4)シル ト
29 責掲色 (25Y5/3)シル ト
30 暗灰黄色 (25Y4/2)シル ト
31 暗灰責色 (25Y4/2)細砂
32 黄掲色 (25Y5/6)シル ト
33 責掲色 (25Y5/6)シル ト
34 暗灰黄色 (25Y4/2)シ ル ト
35 にぶい黄色 (25Y6/3)粘土
36 黄灰色 (25Y4/1)粗砂
37 黄掲色 (25Y5/4)粘質土
38 黄灰色 (25Y4/1)粗砂

0

第465図 SR1002 断面図(2)

L=5800m

W            E

EP2

3

にぶい責掲色 (10YR4/3)
シル ト 粘質土を含む
暗褐色 (10YR3/3)シ ル ト
粘質土を含む
にぶい黄褐色 (10YR5/4)
シリレト 粘質上を含む

W

L=5800m

E

にぶい黄掲色 (10YR5/4)
シル ト 粘質上を含む
にぶい黄掲色 (10YR4/3)
シル ト 粘質上を含む

１
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ＥＰ３
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２‐

第466図 SR1002EP 断面図

である。192～ 194は高杯である。195は土錘である。

時期 弥生時代中期後半から古墳時代前期初頭と考えられる。

自然流路 (SR1004)(第476～ 480図・付図26)

検出場所 2区 。3区  α―Ⅳ・A～ C-17～ 19お よびB-20グ リッド

形態 。規模 調査区の北側を東西に延びる自然流路で、大部分が調査区外に位置するため、平面形状は
不明。残存する延長距離は9.40mで、最大幅7.20m、 深さ1.15mを 測る。断面形状は北側が調査区外に

１

　

２

L=5800m

19 21 16 17 3632203837 31
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第469図 SR1002B 出土遺物(2)

―-419-―

9       1      qCm



Ｑ
旧日

日

Ｈ

Ｖ

一
――――― A⑨  =―     。◎ °③

ミ 婆 ＼  ~~

Cm

第 470図  SR1002B

0                         10cm

出土遺物(3)

一-420-―



曇OJ参

′

140

第471図 SR1002C 出土遺物(1)

―-421-―

?   1   20cm



樵一一一一幸
十一一言

151

第472図 SR1002C 出土遺物(2)

↑|↑

イ

―-422-―



◆      ◆
0                          5cm

第473図 SR1002C 出土遺物(3)

―-423-―



こ

ぶ

理

引

■
　

ｏ
Ｓ

Ｐ

匡
の
　

国

寸
卜
寸
盤

Ⅲ
旧
悟
Ⅱ
刊
旧
旧
Ⅱ

Ｅ
Φ
Ｏ
甘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

ハ

Ｕ

鰯

膨

―

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

勇

Ａ
日
＼
日
日
日
日
日
∪

一

肱
( 
零

―
―

―

―

―

―
川
―
ィ
Ｆ
Ｉ
／



0                         10cm

第475図 SR1002D 出土遺物

位置するため不明だが、南側は緩やかな下り斜面の途中に段を形成する。

上層 オリーブ褐色、暗灰黄色などのシル ト、粘性砂質土。黄灰色の砂、粗砂などを42層 に細分した。
基本的にはシルトと粘性砂質土層に砂、粗砂層が部分的に入る。

遺物出土状況 南岸斜面と流路底面の平坦面の間の傾斜変換点部分に、結晶片岩の集石が見られる。調
査区内の状況から、集石は南東側へ拡がっていると推測される。流路の中央に近い集石北側では木製祭

祀具、板材などが出土している。遺物の垂直分布図を見ると、遺物の大半は自然流路の検出面の上下に

集中しており、流路が埋没する最終段階の遺物と考えられるが、集石と同じ高さにおいても遺物の分布
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第481図 包含層出土遺物

m

が見られる。

出土遺物 196～ 198は土師質土器の鍋である。1991よ瓦器椀の底郡破片である。200、 201は土師器の杯

である。202～ 209は土師器の皿で、207～ 209は高台が付 く。210は土師器の奏である。211は黒色土器

B類の杯である。212、 2131ま黒色土器 B類の椀の底部破片である。214は鉄製品の刀子の破片である。

215、 216は木製祭祀具の斎串である。217は板材である。2181よ 土師器の甕である。219は須恵器の杯蓋

である。220、 221は須恵器の杯身で、底部タト面に刻書がある。222は須恵器の甕である。なお、写真で

掲載した228は、鹿の肩甲骨である。端部に解体痕が見られるが、保存状態は良好である。

時期 古墳時代後期から12世紀と考えられる。

③包含層出土遺物 (第481図 )

223は土師器の杯で高台が付く。224は陶器の椀である。225は ミニチュア土器である。226は紡錘車

である。227は敲石である。両端に敲打痕があり、一端が欠損している。
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2 まとめ

南庄遺跡では上層が後世の削平を受けていたため、同一遺構面において複数時期の遺構が混在して検

出された。ここでは各遺構ごとに時期を整理して、まとめとする。

① SA(掘立柱建物)

SAは本遺跡の北端で4棟がまとまって検出された。4棟のSA(掘立柱建物)の うち、2棟 (SA1001、

1002)は EP出土の遺物から、9世紀後半から10世紀と考えられる。他の2棟も切り合いはなく、同時

期のものと推測される。南側の名東遺跡では、この時期の建物は検出されておらず、集落は北側へ展開

すると考えられる。

② SB(竪穴住居)

SBは遺跡の南端で 1棟検出した。約 7m四方の方形の竪穴住居と推定されるが、南西部の大部分が

調査区外にあたるため、篭は検出されなかった。時期は古墳時代後期である。南側の名東遺跡では当該

時期の住居は検出されておらず、過去の調査成果を勘案すると北東方向への集落の広がりが予想される。

③ SD(溝状遺構)

SDは 25条検出されたが、遺物が出上したのは8条である。SD1002、 1003、 1005、 1020、 1022で弥

生時代に属する遺物が出土している。このうち、まとまった資料が出土したのはSD1020のみである。

SD1020は 、遺跡の北側を南西から北東方向に流れている。古墳時代後期の遺物と弥生時代後期の遺物

が混在することから、古墳時代後期の段階においてSDが埋没する過程で、弥生時代の遺物が混入した

と考えられる。

SD1002、 1003は、この地域の条里であるN10° Wに沿った直線状を呈することから、道路遺構の側

溝が残存したもの、もしくは古代の条里の畦畔に伴う溝と考えられる。道路遺構と考える場合、2条の

溝の間隔を考慮すると路面幅は約 5mと なる。徳島市矢野遺跡では、15番札所国分寺の東側において2

条の道路遺構が検出されているが、その道路幅は最大9.lmと 5.lmで ある ((財)徳島県埋蔵文化財セン

ター 2002)。 一方、徳島市敷地遺跡では古代の畦畔のうち、幅 5mを超えるものが存在することから

,((財 )徳島県埋蔵文化財センター 2008)、 現時点ではどちらの可能性もあり、北側の自然流路 SR1004

に繁がっていたと推測される。

① SG (1冊列)

SGは 6基検出された。このうちSG1001～ 1005は 2区の南側で近接して検出された。SG1001と 1002

には切り合い関係があり、1002が新しい。SG1006は SA1001の西側で検出された。西壁とほぼ並行で、

切り合い関係からSAが新しいことがわかる。SAの一部である可能性が考えられる。

③ SK(土坑)

SKは 36基が検出された。このうち3基において遺物が出土した。SK1020、 1026、 1027は平面形状が

長方形の上坑で、古墳時代後期と考えられる。断面形状が、ほぼ垂直に掘り込まれたものであることか

ら、土墳墓の可能性が考えられる。このような長方形土坑は、商庄遺跡や名東遺跡の範囲を超えて吉野

川流域で検出されるが、出土する遺物が少なく時期は特定されていない。この他、平面形状が楕円形の

SK1013も 古墳時代後期と考えられる。
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⑥ SP(桂穴)

SPは 65基検出されたが、遺物がまとまって出土したものはなかった。

⑦ SR(自然流路)

自然流路もしくは大規模な溝状遺構とみられるSRは、4条が検出された。SR1001～ 1003は遺跡の

南端に、SR1004は北端に位置する。

最も多くの遺物が出土したSR1002は 、調査区の南西から北東方向に流れている。弥生時代中期後半

から古墳時代初頭にかけて機能したものと考えられる。自然流路としているが、眉山から北へ廷びる坦

没尾根上を横切るように掘削されており、人工的に掘られた溝状遺構で、環濠としての機能も考えられ

る。

SR1004は東西方向の流れであるが、調査区内では南側の岸のみが検出されたため、流路や深さは判

明していない。かなり大規模な流路と考えられる。 2区の調査区では南の岸に沿って集石遺構が検出さ

れ、その周囲には土器類や木製品、鹿の骨などの有機物が残存していた。遺物は大きく2時期に分けら

れる。岸や流路の底面からは古墳時代後期の上器や木製祭祀具の斎串が出上している。遺構が埋没する

最終段階からは10世紀から12世紀の遺物が出上したため、集石が機能していた時期は10世紀以前と推測

される。

集石を構成する石は結晶片岩が多く、積み上げた様子は確認できないが、出土状況平面図 (第477図 )

を見ると、調査区の東側には南岸に掘り込まれた部分があり、大きな礫が分布する様子がわかる。護岸

や船着き場などの構造物の存在も想定されるが、解体痕のある鹿の肩甲骨の断片や木製祭祀具の斎串が

出上したことから、祭祀の場としての性格が考えられる。

時期 SA SB SD SK SR

弥生時代後期 10051020 1002

古墳時代後期 1001 1020
つ
０
　
ワ
ｒ

ｌ

２

０

０

10201026

古代 10011002 10021003 1004

第10表 南庄遺跡 時期別遺構一覧表

③まとめ (付図28。 29。 30 第10表 )

弥生時代の遺構としては遺跡の南北両側で僅かにSDと SRの計 3条を検出したのみで、集落の周辺

に位置していた可能性が高い。SR1002は 地形や遺物の出土状況を考慮すると、南西から北東方向への

流れと考えられるため、集落は遺跡の南西方向に位置していると推測される。

古墳時代後期になると、遺跡の南端でSBが検出され、北半に土羨墓と見られる長方形土坑が分布す

る。特にSK1026、 1027は 2基が並列する。SD1020は 弥生時代の遺物を含むが、この段階で埋没した遺

構である。

古代の遺構としては遺跡の北端に自然流路が存在し、9世紀の段階ではSRに隣接してSAが分布す

る。また、この付近の条里方向である N10° Wに沿って直線状に掘られた2条 SD1002、 1003がある。
SAの西側を北へ延び、SRに合流していたと推測される。SR内からは集石が検出され、その周囲から
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斎串や解体痕の戎る鹿の肩甲骨などが出上しているため、祭祀関連遺構であった可能性が高いと考えら

れる。 2条の平行するSDは、幅が約 5m程度であることから、道路遺構の側溝のみが残存 したもの、
もしくは坪界の畦畔の両側に掘られた溝の可能性が考えられる。集石遺構が古代の船着き場のような施

設と仮定すれば、そこへ通じる道路と考えることも可能であるが、SRの規模が未知であるため、船着

き場を想定することは、現段階では困難であると考えられる。
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第11表 南庄遺跡 遺構一覧表
SA

遺構番号 調査年度 調査区 旧遺構番号 グリッド
関数
(梁 )X(布 )
期
ｍ
桁行
(cm)

面積

(耐 )
棟方向 備考

SA1001 2007 2 SA1003 S18・ 19,R18・ 19 1× 3 17.34 N文 1° W
SA10シ 2 SAlCX12 T1819 1× 1 398 788 N

SAllll13 2007 3 SA10114 R20・ S20 1× 2 289 614 17 74 N30° E
SAllll14 2007 3 SAllX11 A1920 1× 2 240 7.90 N38° E

SA内遺構

選構番号 調査年度 調査区
遺構内
選構番号

旧遺構番号 グリッド 劇
ぐｃｍ，
御
ぐｃｍ，
雅
ぐｃｍ，

備考

SA100] 21X17 2

EP l SP2011 29

EP 2 SP2014 S19

EP 3 SP2015 28 24

EP 4 SP2028 R18・ 19

EP 5 SP2016

EP 6 SP2085 36

EP 7 SP2012 S18

SA文 002 21X17 2

EP l SP21X16 T19 40

EP 2 SP2010 S文9T19
EP 3 SP21X18 S18T18

SA1003 2007 3

EP l SP2110 R20 32

EP 2 SP2115 R20

EP 3 SP2111 R20

EP 4 SP2106 諺 0 40

SA1004 2007 3

EP l SP2101 A20 34 11

EP 2 SP2102 A20

EP 3 M2103 A19・ 20 32

EP 4 SP2095 A19

EP 5 SP2094 A20 22

SB

遺構番号 調査年度 調査区 旧遺構番号 グリッド 帥
でｃｍぅ
鰤
くｃｍ，

深度
(cm)

備考

SBllX11 2007 l SB211111 Q20・ R19・ 20 735 730 西側欠

SB内遺構

遺構番号 調査年度 調査区
遺構内
退構番号

旧還構番号 グリッド
長軸
(cm)
帥
くｃｍ，

深度
(cm)

備考

SB1001 2097 l

ED l SB21Xll― EDl 020・ R19・ 20 1390

EKl SB21Xll― EKl Q20R20 124 17

EP l Ы盪001-Pl R20 53

EP 2 SB2001-EP 2 Q20

SD

遺構番号 調査年度 調査区 旧選構番号 グ リ 曝
ぐｃｍ＞

幅

ｃｍ

深度
(cm)
軸方向 偏 考

SD1001 2007 1 SD2023 Q2001 90 N87° E

SD1002 2007 ユ 2 SD2009

Q20R20S20T20H18118・ J
18・ K18・ L18M18・ B19C19D
19・ E19F19,G19H19A20B
20・ C20・ Ql・ Rl

8120 N10° W

SD1003 2007 ユ 2 SD2005

M18・ 19,N18・ 19・ 018・ P18・ Q
18R18S18G19・■19・ 119,J19・
K19・ L19・ C20・ D20。 E20・ F20,G
20H20

5640 N10° M「
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遺構番号 調査年度 調査区 旧遺構番号 グリッド 曝
くｃｍ，

幅

ｃｍ
雄
くｃｍ，

軸方向 備考

SD1004 2007 1 SD2024 S18,19・ T1819A18B18 1730 395 N20° W
SD1005 2007 l SD2025 S18・ T18 N24° W

SD1006 2007 1 SD2019
B18C1819D1920E1920
F20

2440 N36° E SK1009 SD1004に 切られる

SD1007 2007 SD2022 C20D1920 550 N43° M「

SD1008 2007 SD2015 E18・ 19F19 1150 N73° E
SD1009 2007 SD2014 E18・ F1819 17 N80° E

SD1010 2007 SD2021 F19・ 20 N70° E

SD1011 2007 SD2020 F1920 N54° W SD1012に切 られる
SD1012 2007 SD2018 F19 20 Fl G20 Gl 13 N79° E

SD1013 2007 SD2017 G19 20 Gl 885 N81° E

SD1014 2007 SD2016 G19 20 Gl 680 17 N79° E
SD1015 2007 SD2013 G18 N81° E

SD1016 2007 1 2 SD2012 F18,G18H18118 1330 7
】ヒN12° W
南N8° E

SD1017 2007 2 SD2010 K18'19L1819 17 N密
°
W

SD1018 2007 2 SD2011 K20 N76° W
SD1019 2 SD2008 P19・ 20 11 N88° W

SD1020 2007 2 3 SD2006
018P18Q1819R1920S19
20T20A20 2900 N32° E

SD1021 2007 2 SD2007 P19019 55 N10° W
SD1022 2007 2 SD2004 R18・ S18 Nll° E
SD1023 2007 2 SD2003 N78° E
SD1024 2007 2 3 SD2002 A181920 N80° E
SD1025 2007 3 SD200〕 A20B20 r可45° IW

SG

遺構番号 調査年度 調査区 グリッド 雄
＜ｃｍ，

軸方向 備考

SG1001 2 K19・ L19 N58°耶「

SGl∞ 2 2007 2 K19 N57°W
SG1003 2007 2 K19 7紹Э N61° M「

SG1004 2007 2 K19K20 N57° W7

SG1005 2007 2 J20・ K20 N58°W
SC1006 2007 2 R18S18 N12° WV

SG内遺構

這構番号 調査年度 調査区
遺構内
遺構番号

旧遺構番号 グリッド 帥
ぐｃｍ＞
鰤
くｃｍ，
縦
ぐｃｍ，

軸方向 備考

SG1001 2

EP l SP2043 8

N58° 覇「

EP 2 SP2045

EP 3 SP2047 SG1002EP 5に 切 られる

EP 4 SP2049 K19・ L19 SG1002EP 6 1こ り,ら オτる

EP 5 SP2058 K19 SG1002EP 7に 切 られる

EP 6 SP2056 K19 11 SG1002EP 8に 切 られる

SG1002 2007 2

EP l SP2040 14

N57° MI

EP 2 SP2041 15

EP 3 SP2042 L18・ 19

EP 4 M2046 12 SG1001EP 2に 切 られる

EP 5 SP2儀8 23 15

EP 6 SP2050 26

団P7 SP2057 K19

EP 8 SP2055 K19 13

SG1003 2007 2

EP l SP2037 別

N61°Ⅵ「

団P2 SP2039

EP 3 SP2044 9

DP 4 SP2052 K19 6

EP 5 SP2053 K19

SG1004 2007 2

EP l SP2051

N57° M「

EP 2 SP2054 K1920 23

EP 3 SP2069 K20 M 15

EP 4 SP2068 54 17

EP 5 SP2067
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遺構番号 調査年度 調査区
遺構内

遺構番号
旧遺椿番号 グリッド

長軸

(cm)
簿
くｃｍ
縦
でｃｍ＞

軸方向 備考

SG1005 21X17 2

EP l SP20紹Э

N58°W
EP 2 SP2071 K20 32

EP 3 SP2072 30

EP 4 SP2073

EP 5 SP2074

SG1006 2007 2

EP l SP2084 15

N12° M「

SG1001EP 6に 切 られる

EP 2 SP2017

EP 3 SP2029 24 SG1001EP 4に 切 られる

SK

遺構番号 調査年度 調査区 旧遺構番号 グリッド
長軸
(cm)

短軸

(cm)

深度
(cm)
長軸方向 備考

SK1001 2007 SK2028 P20Q20 Pl 105 N45° W
SK1002 2007 SK2027 Q20 N4° E 西側久 SB1001に切らイをる
SK1003 2007 SK2026 真北

SK1004 2007 SK2029 C1819 N24° E
SK1005 2007 SK2022 D1920E20 200 N32° E
SK1006 2007 SK20努 D19E19 240 59 N29° E
SK1007 2007 SK2024 10 N29° E 西側欠
SK1008 2007 SK2021 E19,F19 N3° Vヽ

SK1009 2007 SK2020 F20 Fl 160 N2° E 東側欠
SK1010 2007 SK2018 G18 248 N9°W
SK1011 2007 SK2017 G18 N86° WV

SK1012 2007 SK2019 G20 138 N10° Vヽ SD1013に切 られる

SK1013 SK2015 118 19 12 N83° E

SK1014 SK2014 打1920・ K19・ 20 N10° W
SK1015 2007 SK2013 L20 11 N61° W
SK1016 2007 SK2011 h/f19 92 12 N46° E
SK1017 2007 2 SK2010 N20 78 N30° W
SK1018 2007 2 SK211119 020 N80° Vヽ

SK1019 2007 2 SK2008 019 N79° E
SK1020 2007 SK2012 018 165 N69° W
SK1021 2007 2 SK2007 Q19 N7° M「

SK1022 2097 2 SK2006 R19S19 N33° W
SK1023 2097 SK2005 N14° E

SK1024 2 SK2004 S18・ T18 144 N13° E
SK1025 2007 2 SK2003 T18 104 N30° E
SK1026 2007 2 SK2002 A18 N88° E
SK1027 2007 2 SK2001 A18 N88° E
SK1028 2007 SK2016 T19A19 Nl° E 東側欠
SK1029 2007 3 SK2034 Q1920 108 N40° E
SK1030 2007 SK2033 Q20・ R20 200 N86° E 東側欠
SK1031 2007 SK2032 S20 N82° W
SK1032 21X17 3 SK2035 R20S20 N44° E 東側欠
SK1033 3 SK2031 A19,20 170 真北 SA1004EP 3に切ら/tる

SK1034 2007 3 SK2030 A19 12 N78° E 西側欠
SK1035 2007 3 SK2037 B20 N10° W
SK1036 2007 3 SK2036 B20 164 N18° Vヽ

SP

遺構番号 調査年度 調査区 旧遺構番号 グリッド
長軸
(cm)
鰤
ぐｃｍ，

深度
(cm)

備考

SP1001 2007 SP2100 P20

SP1002 2007 SP2099

SP1003 2007 SP2098 23

SPlllC14 2007 SP2097 S20

SP1005 2007 SP2096 E20

SP1006 2007 SP2093 E20

SP1007 2007 SP2092 E19・ 20

SP1008 2007 SP2091 F20 28

SP1009 2007 SP2090 F20 SP1008に tDら ″tる

SP1010 2007 SP2089 F20 23

SP1011 2007 SP2088 F20 24 SP1010に 切 られる
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遺構番号 調査年度 調査区 旧遺構番号 グリッド 帥
くｃｍ＞

短軸

(cm)
維
くｃｍｊ

備考

SP1012 2007 ユ ♂ 2087 F20

SP1013 2007 1 SP2086 F18

SP1014 2 SP2082 H18

SP1015 2007 SP2080 H18

SP1016 2007 SP2079 H18 17

SP1017 2007 2 SP2081 H18

SP1018 2 SP2083 打19 20 6

SP1019 2 SP2078 9

SP1020 2007 SP2076 J18K18 開 7

SP1021 2007 SP2077 J18K18 15

SP1022 2007 2 SP2075 K18 7

SP1023 2007 SP2066 K20 9

y1024 2007 SP2059 K19・ L19 11 SC1001EP 5に うワらオτる

SP1025 2007 SP2060 20

SP1026 2007 SP2038 11

骰 1027 2007 2 SP2061 9

SP1028 2007 7

SP1029 2007 2 SP2063 L1920M1920 5ユ

SP1030 2007 2 SP20餡 M19 9

SP1031 2007 2 SP2065 h/120 17

SP1032 2007 2 SP2036 N18

SP1033 2007 2 SP2035 N18

SP1034 2007 SP2034 N18

SP1035 2007 2 M2031 N18 20

SP1036 2007 2 ♂ 2032 N18 SP1037に 切 られる

SP1037 2007 SP2033 N18

SP1038 2007 2 ♂ 2磁5 N19

2007 2 SP2026 N19

SP1040 2007 2 SP2024 N20 17

SP1041 2007 2 SP2023 N20

SP1042 2007 2 SP2022 020

2007 SP2021 020

SP1044 SP2020 020 10

SP1045 2007 2 SP2027 018

SP1046 2007 2 SP2019

SP1047 2007 2 SP2018 15

SP1048 2 SP2030 Q18・ R18 17

SP1049 2007 2 SP2013

SP1050 2007 2 SP2009 S18・ T18

SP1051 2007 2 SP2007 T18 22

V1052 2007 2 SP2005 A18 27

SP1053 2 SP2004 A18 31 SK10271こ 切られる

V10「14 2007 2 SP2003 A18 側溝に切られる

SP1055 2007 2 SP2002 A18

SP1056 20Э7 2 SP2Cllll A18,19

♂ 1057 2007 3 4 Q20

SP1058 2007 3 3 020

SP1059 2007 3 2 Q20 52 11

SP1060 2007 3 54

SP1061 2007 3 SP2108 14

SP1062 2007 3 SP2109 R20 S20 44

SP1063 2007 3 SP2107 S20 13

SP1064 2007 3 SP2105

SP1065 2007 3 SP2104 T20 28

SR

遺構番号 調査年度 調査区 旧遺構番号 グリッド 縣
くｃｍナ

幅

ｃｍ

深度

(cm)
軸方向 備考

SR1001 2007 l SR2004 S19 S20 T20 Sl Tl

SR1002 2007 1 SR2003
S18・ 19,20,T1920,A1920,B
20 Al Bl

1800 N40° E

SR1003 2007 1 SR2005 A18B18■ 9C18 1240

SR1004 2007 2 3 SR2C101
A17・ 18・ 19B17181920・ C
17 18 19

940 720
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SR内遺構

遺構番号 調査年度 調査区
遺構内
遺構番号

旧遺構番号 グリッド 曝
くｃｍ，

幅

ｃｍ
雄
ｍ

備考

SR1002 2007 1

EP l 躍 003EP 3

EP2 SRX】Э3EP2 20

EP3 SR2003EP l

EP 4 SR2003EP 4 T19 20

EP5 創鬱003EP 5 T20 5

げ 6 SR2003EP 6 T20

EP 7 SR2003EP 7 A20 27

EP 8 SR2003V 8 A20 弔 22

ST

選構番号 調査年度 調査区 旧遺構番号 グリッド 勘
でｃｍ，
脚
ｍ
雄
でｃｍぅ

軸方向 備考

ST1001 2007 l ST2001 A19B19 N56° E

SX

遺構番号 調査年度 調査区 旧遺構番号 グリッド 勘
くｃｍｊ
鰤
でｃｍぅ
雅
ぐｃｍ，

備考

嵌 1001 2007 1 SX2003 F20・ G20・ Fl,Gl 620 7 東側久

SX覧002 2007 2 SX2002 西側欠
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第
12表
 
南
庄
遺
跡
 
土
器
・
土
製
品
観
察
表

載号

掲番
分
類
名
称
調
査
区
出
土
遺
構

法
量

`「

R径
ヽ
活
重

(頸
径
・
醤
径
)
(最
大
径
)

法
量

(器
高
)

法
量

(底
径
)

法
量

(高
台
高
)

残
存
率

調
整
枝
法

特
徴

含
有
物

色
調

1
色器

黒土
椀
2区
SA1001EP 7

15 9
図
上
復
元

(52)
66

07
全
体
の
1/8

外
面
:口
縁
部
回
転
ナ
デ
、
体
部
回
転
ナ
デ
の
ち

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
3 da)。
底
部
、
高
台
部
回
転

ナ
デ
。
貼
付
高
台
 
内
面
:ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
2

～
3m)。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

口
縁
部
と
底
部
は
接
合
し
な
い
。

黒
色
土
器
A類
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
20「
un

外
面
:日
縁
部
-5 YR6た

に
ぶ
�

橙
。
底
部
-25Y3/1黒

褐
。

内
面
:5Y2/1黒

。

2
黒
色

土
器
椀
2区
SA1002EP 3

15
底
都
1/4
外
面
:高
台
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
貼
付
高
台

内
面
:回
転
ナ
デ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
約
21m)
焼
成
:良
。
密
度
:精
。

反
転
復
元
。

黒
色
土
器
B類
。

結
晶
片
岩
、
絹
雲
母

法
量
101～
2 5rdn

面面

外内
25Y3/1黒

褐
。

10YR3/1黒
褐
。

3
須
恵
器
杯
蓋
1区

全
体
の
2/3

外
面
:日
縁
部
、
体
部
下
回
転
ナ
デ
。
体
部
上
、

天
頂
部
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
:口
縁
部
、
体
部
回
転
ナ
デ
の
ち
ユ
ビ
ナ
デ

天
頂
部
回
転
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:精
。

一
部
合
成
。

石
英
、
長
石
、
黒
色
斑
粒

法
量
:01～
4 6mu

面面

外内
5 PB6/1青

灰
。

5 PB5/1青
灰
。

須
恵
器
杯
蓋
1区

SB1001
(146)

(39)
全
体
の
1/5
外
面
:口
縁
部
、
体
部
回
転
ナ
デ
、
沈
線
1条
。

天
頂
部
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
:回
転
ナ
デ
、
沈
線
1条
。

焼
成
:良
。
密
度
:精
。

反
転
復
元
。

英量

石法
長
石
:01～
2 2mt4

面面

外内
5 BG6/1青

灰
。

N6/0灰
。

5
須
恵
器
杯
身
1区

朗
1001

(128)
45

(64)
全
体
の
1″
外
面
:口
縁
部
、
体
部
回
転
ナ
デ
。
底
部
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
:回
転
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

日
縁
部
打
ち
欠
き
。

石
英
、
長
石
、
赤
色
斑
粒
、
絹
雲
母

法
量
:01～

3 5ala

外
面
:N5/0灰

。

内
面
:N70灰

。

6
須
恵
器
杯
身
1区

SB1001
(138)

(164)
(45)
(128)

全
体
の
1/5

タト 面
:日
縁
部
、
体
部
回
転
ナ
デ
。
底
都
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
:回
転
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:精
。

石
英
、
長
石

法
量
:01-3 3mm

外
面
:N7/0灰

自
。

内
面
:Nろ
れЭ灰
自
。

7
須
恵
器
杯
身
1区

SB100〕
全
体
の
4/5

外
面
:日
縁
部
、
体
都
回
転
ナ
デ
。
底
部
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
:日
縁
部
、
体
部
回
転
ナ
デ
。
底
部
回
転
ナ

デ
の
ち
ユ
ビ
ナ
デ
。

焼
成
:や
や
不
良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

石
英
、
長
石
、
結
晶
片
岩
、
黒
色
斑

粒法
量
:01～

3 6nIIn

外
面
:5 PB6/1青

灰
。

内
面
:5劇
37/1明
青
灰
。

8
須
恵
器
杯
身
1区

SB1991
(128)

(42)
(34)

全
体
の
1/2

外
面
:口
縁
部
、
体
部
回
転
ナ
デ
。
底
部
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
:回
転
ナ
デ
。

良
度
密

良元
‥復

成転

焼反
石
英
、
絹
雲
母

法
量
:01～
1 5nd

外
面
:N5/0灰

。

内
面
:N5/0灰

。

9
土
師
器
甕
1区

SB1001
(184)

(153)
(252)

(260)
全
体
の
1/3

外
面
:日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
頸
部
ハ
ケ
の
ち
ヨ
ヨ

ナ
デ
。
ハ
ケ
の
痕
跡
が
僅
か
に
残
る
。
体
部
ハ
ケ

(6条
/帥
)。

内
面
:日
縁
部
ハ
ケ
(4条
/cm)の

ち
ナ
デ
。
頸

部
ハ
ケ
(4条
/cm)。
体
部
ハ
ケ
(3条
/cm)。

良
度　ｏ

密　着

ｏｏ付

良元煤

‥復面

成転外

焼反内

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
班
粒
、
金

雲
母

法
量
:01～
601」

l

外
面
:7 5YR6/4に

ぶ
い
橙
。

内
面
:7 5YR6れ

に
ぶ
い
橙
。

10
土
師
器
甕
I区
SB1001

33 3
23 3

全
体
の
1/3

外
面
1日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
上
ハ
ケ
(10粂

/cm)。
体
部
下
ハ
ケ
(3条
/伽
)。

内
面
:JA部
、
体
部
上
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ユ
ビ
オ

サ
エ
、板
ナ
デ
。
体
都
下
ユ
ビ
オ
サ
エ
、 ユ
ビ
ナ
デ

焼
成
:や
や
不
良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
6 51nd

画面

外内
7 5YR6/4に

ぶ
い
栓
。

7 5YR6/4に
ぶ
い
橙
。

II
土
師
器
把
手
1区

S31001
把
手
の
み

外
面
:体
都
ハ
ケ
(12条
/帥
)。
把
手
部
ユ
ビ
オ

サ
エ
、
ユ
ピ
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

LT面
実
測
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
70m

面面
外内
10YR6れ

に
ぶ
い
黄
橙
。

7 5YR6/4に
ぶ
い
橙
。

12
土
師
器
把
手
1区

SBllllll
長
さ
62
幅
98
高
さ
47

把
手
の
み

外
面
:体
都
ハ
ケ
(8条
/cm)。
把
手
都
ユ
ビ
オ

サ
エ
、
ユ
ビ
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:精
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
50m

面面

外内
7 5YR6/4に

ぶ
い
橙
。

5 YR6/4に
ぶ
い
橙
。

須
恵
器
杯
蓋
1 2区

SDllX13
(50)

全
体
の
1/4

外
面
:日
縁
部
、
体
部
下
回
転
ナ
デ
。
体
部
上
、

天
頂
部
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
i回
転
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
英
、
長
石

法
量
:01～
50硼

外
面
I N8ん
灰
自
。

内
面
:N8ん
灰
白
。

生器

弥土
高
杯
1区

SD1005
(88)

全
体
の
3/4

外
面
:脚
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
3 ma)

内
面
:脚
部
ユ
ピ
ナ
デ
、
絞
り
痕
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

一
部
合
成
。

透
か
し
孔
3ケ
所
あ
り
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
4 4mm

面面
外内
7 5YR6ん

橙
。

7 5YR6/6橙
。

土
師
質

土
器

皿
1区

SD1011
(102)

(12)
全
体
の
3/5
外
面
:回
転
ナ
デ
、
高
台
の
接
合
痕
あ
り
。

内
面
:回
転
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

底
部
穿
子
Lあ
り
(665m)。

長
石
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
301n

面面

外内
10YR7た

に
ぶ
い
黄
橙
。

10YR7れ
に
ぶ
い
黄
橙
。

土
師
器
椀
2 3区

SD1020
5 1

ほ
ぼ
完
形

外
面
:日
縁
部
、
体
都
ユ
ビ
オ
サ
エ
、
ユ
ビ
ナ
デ

底
部
ナ
デ
。

内
面
:ユ
ビ
オ
サ
エ
の
ち
ユ
ビ
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

体
部
内
面
の
下
方
爪
跡
あ
り

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
4 0md

面面

外内
10YR6れ
に
ぶ
い
黄
橙
。

Ю
YR6/4に
ぶ
い
黄
栓
。

土
師
器
椀
2 3区

SD1020
全
体
の
1/3

タト 面
:日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
ユ
ビ
オ
サ
エ
の

ち
ナ
デ
(摩
減
)。
底
部
ナ
デ
。

内
面
:ユ
ビ
オ
サ
エ
の
ち
ユ
ビ
ナ
デ
。

焼
成
:や
や
不
良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

英母量

石雲法

結
晶
片
岩
、
赤
色
班
粒
、
絹

:01～
35m

外
面
:7 5YR6れ

に
ぶ
い
橙
。

内
面
:7 5YR5/4に

ぶ
い
掲
。
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載号

掲番
分
類
名
称
調
査
区
出
土
遺
橋

(口
径
)
(頸
径
・
鍔
任
)
(最
大
径
)

重昔回

法器
(底
径
)
(高
台
高
)

残
存
率

調
整
技
法

特
徴

含
有
物

色
調

土
師
器
甕
2 3区

SD1020
(132)

(120)
(163)

(117)
全
体
の
1/6

外
面
:日
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
頸
部
ユ
ビ
オ
サ
エ
の

ち
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
ハ
ケ
(4条
/cm)。

内
面
:日
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
頸
部
摩
滅
の
た
め
調

整
不
明
瞭
。板
ナ
デ
も
し
く
は
ハ
ケ
。体
部
ユ
ビ
ナ
デ

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

一
部
合
成
。

石
英
、
長
石
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑

粒
、
絹
雲
母

法
量
:01～
3 01nd

面面

外内
7 5YR6/6橙

。
7 5YR6/4に

ぶ
い
橙
。

34
土
師
器
棗
2 3区

SD1020
(148)

(128)
(73)

回
縁
部
1ん
外
面
:日
縁
部
、
頸
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
ハ
ケ
。

内
面
:日
縁
部
、
顕
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
体
郡
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
の
ち
ユ
ビ
オ
サ
エ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

頸
部
外
面
に
爪
跡
2ヶ
所
あ
り
。

石
英
、
赤
色
斑
粒

法
量
:01～
2 2mm

画面

外内
5 YR8た

淡
橙
。

5 YR74に
ぶ
い
橙
。

35
土
師
器
霙
2 3区

SD1020
(66)

回
縁
部
～

頸
部
1/5

外
面
:日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
の
ち
板
ナ
デ
。
頸
部
ユ

ビ
オ
サ
エ
の
ち
板
ナ
デ
。
体
部
板
ナ
デ
。

内
面
:日
縁
部
、
頸
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
体
部
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
の
ち
板
ナ
デ
。

焼
成
:や
や
不
良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

一
部
合
成
。

石
英
、
赤
色
斑
粒

法
量
:01～
3 0om

外
面
:5 YR5/6明

赤
褐
。

内
面
:5 YR5ん

明
赤
褐
。

土
師
器
奏
2 3区

SD1020
(146)

(122)
(68)

全
体
の
1/5

外
面
:日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
摩
減
の
た
め
調

整
不
明
瞭
。
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
3硼
)。

内
面
:日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
摩
減
の
た
め
調

整
不
明
瞭
。
板
ナ
デ
(幅
1 4cll)

焼
成
:や
や
不
良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

外
面
煤
付
着
。

石
英
、
結
晶
片
岩

法
量
:01～
30n」

n

外
面
:5 YR6/6橙

。

内
面
:5 YR6/6橙

。

土
師
器
甕
2 3区

SD1020
(65)

全
体
の
1/10

以
下

外
面
:口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
頸
部
タ
タ
キ
の
ち
ハ

ケ
(3条
/cm)の

ち
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
体
都
タ
タ
キ
の

ち
ハ
ケ
(3条
/cm)。

内
面
:国
縁
部
板
ナ
デ
。
体
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち

板
ナ
デ
。

粗
度
密

良元
‥復

成転

焼反
石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
班
粒
、
絹

雲
母

法
量
101～

9 0nIIn

外
面
:7 5YR6れ

に
ぶ
い
橙
。

内
面
:日
縁
部
-5 YR6れ

に
ぶ
ヤ

橙
。
体
部
-10YR5/1褐

灰
。

土
師
器
把
手
2 3区

SD1020
(35)

把
手
の
み
外
面
:ユ
ビ
オ
サ
エ
、
ユ
ビ
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
絹
雲
母

法
景
:01～
5 0mr

外
面
:10YR7/2に

ぶ
い
黄
橙
。

須
恵
器
杯
霊
2 3区

SD1020
(159)

47
天
頂
径
60

天
頂
部
完
形

外
面
:日
縁
部
、
体
部
下
回
転
ナ
デ
、
沈
線
1条

体
部
上
、
天
頂
部
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
:回
転
ナ
デ
。

焼
成
:や
や
不
良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

石
英
、
長
石
、
赤
色
斑
粒

法
量
:01～
30剛

外
面
:N6/0灰

。

内
面
:2 5YR5/2灰

赤
。

須
恵
器
杯
蓋
2 3区

SD1020
45

全
体
の
4/5
外
面
:日
縁
部
、
体
部
下
回
転
ナ
デ
。
体
部
上
、

天
頂
部
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
:回
転
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:精
。

一
部
合
成
。

石
英
、
結
晶
片
岩

法
量
:01～
3 5mm

面面

外内
N6/0灰
。

N5/0灰
。

須
恵
器
杯
身
2 3区

SD1020
(109)

(52)
全
体
の
1/2
外
面
:口
縁
部
、
体
部
下
回
転
ナ
デ
。
体
部
上
、

底
部
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
:回
転
ナ
デ
。

焼
成
:皇
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

底
部
外
面
ヘ
ラ
記
号
あ
り
。

石
英
、
長
石
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑

粒
、
絹
雲
母

法
量
:01～
2 0md

面面

外内
N5/0灰
。

N5/0灰
。

須
恵
器
杯
身
2 3区

SD1020
111

54
11 5

全
体
の
7/10

外
面
:日
縁
部
、
体
部
上
回
転
ナ
デ
。
体
部
下
、

底
部
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
:口
縁
部
、
体
部
回
転
ナ
デ
。
底
部
回
転
ナ

デ
の
ち
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

英　量

石粒法

長
石
、
結
晶
片
岩
、
黒
色
班

:01～
2 0ntd

面面

外内
N5/0灰
。

N6/0灰
。

須
恵
器
杯
身
2 3区

SD1020
(120)

(142)
(52)

全
体
の
1/5
外
面
:回
縁
部
、
体
部
上
回
輔
ナ
デ
。
体
部
下
、

底
部
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
:回
転
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
英
、
長
石

法
量
:01～
20剛

外
面
:N5/0灰

。

内
面
:N5ん
灰
。

須
恵
器
杯
身
2 3区

SD1020
(48)

全
体
の
1ん

外
面
:国
縁
部
、
体
部
上
回
転
ナ
デ
。
体
部
下
、

底
都
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
:日
縁
部
、
体
部
回
転
ナ
デ
。
底
部
回
転
ナ

デ
の
ち
ユ
ビ
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:精
。

石
英
、
長
石
、
結
晶
片
岩
、
絹
雲
母

黒
色
斑
粒

法
量
:01～
3 0dm

面面

外内
5PBγ
l青
灰
。

5PBν
l青
灰
。

須
恵
器
杯
身
2 3区

SD1020
(415)

11 5
全
体
の
1/8
外
面
:日
縁
部
、
体
部
上
回
転
ナ
デ
。
体
部
下
、

底
部
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
:回
転
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:精
。

反
転
復
元
。

石
英
、
長
石
、
結
晶
片
岩
、
黒
色
斑

粒法
量
:01～
40m

外
面
:25Y7/1灰

白
。

内
面
:75Y6/1灰

。

須
恵
器
杯
身
2 3区

SD1020
全
体
の
1/2
外
面
:日
縁
部
、
体
部
上
回
転
ナ
デ
。
体
部
下
、

底
部
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
:回
転
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:精
。

反
転
復
元
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
絹
雲
母

法
量
:01～

4 0ntin

面面
外内
N6/0灰
。

5 PB6/1青
灰
。

須
恵
器
杯
身
2 3区

122
4 1

全
体
の
1/5

外
面
:日
縁
部
、
体
部
上
回
転
ナ
デ
。
体
部
下
、

底
部
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
:回
転
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:精
。

反
転
復
元
。

石
英
、
長
石
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑

粒
、
絹
雲
母
、
黒
色
班
粒

法
量
:01～

1 51al

外
面
:N6/0灰

。
内
面
:N6/0灰

。

須
志
器
杯
身
2 3区

SD1020
(160)

(30)
(134)

全
体
の
1/5
外
面
:体
部
上
回
転
ナ
デ
。
体
都
下
、
底
部
回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
:回
転
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:精
。

反
転
復
元
。

石
英
、
長
石
、
黒
色
斑
粒

法
量
:OI～
3 0mm

外
面
:N7/0灰

白
。

内
面
:N6/0灰

。

須
恵
器
遮
2 3区

SD1020
17 9

(149)
全
体
の
3た

外
面
:頸
部
回
転
ナ
デ
の
ち
波
状
文
。
体
部
上
回

転
ナ
デ
、
沈
線
1条
、
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
体
部

下
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
タ
タ
キ
。

内
面
:頸
部
、
体
部
回
転
ナ
デ
。
底
部
ユ
ビ
オ
サ

焼
成
:良
。
密
度
:精
。

反
転
復
元
。

一
部
合
成
。

肩
都
外
面
に
自
然
釉
付
着
。

体
部
上
部
穿
孔
1ケ
所
あ
り
(外
→

内
)。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
絹
雲
母
、
黒
色

斑
粒

法
量
:01～
4 5mm

面面

外内
5 PB5/1青

灰
。

5 PB5/1青
灰
。
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掲
載
分
類
名
称
調
査
区
出
土
遺
構

法
量

法
量

法
量

(最
大
径
)

量首
法梁

量径
法底

法
量
残
存
率

調
整
技
法

特
徴

含
有
物

色
調

50
生器

弥土
甕
2 3区

SD1020
186

(36)
口
縁
部
～

頸
部
1/5

外
面
:日
縁
部
、
頸
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
ハ
ケ
(4

条
/cm)。

内
面
:日
縁
部
、
頸
部
ナ
デ
。
体
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
4 0mm

外
面
:7 5YR6//4に

ぶ
い
橙
。

内
面
:10YR7/3に

ぶ
い
黄
橙
。

生器

弥土
甕
2 3区

SD1020
底
部
完
形

外
面
:体
部
下
タ
タ
キ
(3条
/1 lc4)の

ち
ナ
デ

(摩
滅
力
湾
し
い
)。

内
面
:体
部
下
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ハ
ケ
(5条
/

cm)。

焼
成
:や
や
不
良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
6 0om

面面

外内
10YR5/4に

ぶ
い
黄
褐
。

10YR5/4に
ぶ
い
黄
褐
。

弥
生

土
器

甕
2 3区

SD1020
(20)

40
底
部
完
形

面面

外内
体
部
下
ヨ
ヨ
ナ
デ
。

体
部
下
ユ
ビ
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
601B

面面

外内
5 YR6/6橙

。
5 YR7/6橙

。

生器

弥土
鉢
2 3区

SD1020
(41)

50
底
部
完
形

外
面
:体
部
下
タ
タ
キ
(4条
/cm)の

ち
ユ
ビ
オ

サ
エ
、
ユ
ビ
ナ
デ
。
底
部
ナ
デ
。

内
面
:体
部
下
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

焼
成
!良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

体
都
外
面
黒
斑
あ
り
。

英母量

石雲法

結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

:01～
301H

外
面
:7 5YR6ん

橙
。

内
面
:7 5YRi 4に

ぶ
い
橙
。

54
生器

弥土
鉢
2 3区

SD1020
(34)

底
部
完
形

面面

外内
体
部
下
板
ナ
デ
(幅
13m)。

底
部
ナ
デ

体
部
下
板
ナ
デ
(幅
1 3cr)。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
101～
4 0nld

面面

外内
7 5YR6/4に

ぶ
い
橙
。

7 5YR6/4に
ぶ
い
橙
。

生器

弥土
鉢
2 3区

SD1020
(37)

底
都
完
形

面面
外内
体
部
下
タ
タ
キ
(3条
/cm)の

ち
ナ
デ
。

体
部
下
ユ
ビ
オ
サ
エ
、
ユ
ビ
ナ
デ
。
焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

底
部
穿
孔
1ケ
所
あ
り
。
(内
一
外
)

体
部
外
面
黒
斑
あ
り
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
404H

面面

外内
5 YR6/6橙

。
7 5YR6/4に

ぶ
い
橙
。

生器

弥土
鉢
2 3区

SD1020
(35)

52
底
部
完
形

外
面
:体
部
下
板
ナ
デ
(幅
1 2cm)。

底
部
ナ
デ

内
面
:体
部
下
板
ナ
デ
(幅
1 2cll)。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
4 0ua

外
面
:7 5YR5/2灰

褐
。

内
面
:7 5YR6た

に
ぶ
い
橙
。

生器

弥土
鉢
2 3区

SD1020
(30)

底
部
完
形

面面

外内
体
部
下
板
ナ
デ
(幅
1 5cm)。

底
部
ナ
デ

体
部
下
板
ナ
デ
(幅
1 5cl)。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

英母量

石雲法

結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

:01～
5 0dm

面面

外内
7 5YR6れ

に
ぶ
い
橙
。

7 5YR6れ
に
ぶ
い
橙
。

生器

弥土
鉢
2 3区

SD1020
(25)

底
部
完
形
外
面
:体
部
下
ユ
ビ
オ
サ
エ
の
ち
タ
タ
キ
(3条
/

cla)。
底
部
ナ
デ
。

内
面
:底
都
ユ
ビ
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

外
面
の
一
部
黒
斑
あ
り
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
501m

面面

外内
7 5YR6/6橙

。
7 5YR6/6橙

。

生器

弥土
鉢
2 3区

SD1020
25

52
底
部
完
形

外
面
:体
部
下
ユ
ビ
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
。

内
面
:体
部
下
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ユ
ビ
オ
サ
エ
。

底
都
ナ
デ
。

焼
成
:や
や
不
良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
5 5an4

面面

外内
5YR6れ

に
ぶ
い
橙
。

5YR6れ
に
ぶ
い
橙
。

生器

弥土
高
杯
2 3区

SD1020
(293)

(415)
全
体
の
1/9

外
面
:日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
杯
部
上
ナ
デ
の
ち
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
。

内
面
:日
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
杯
部
上
摩
滅
の
た
め

調
整
不
明
瞭
。
ハ
ケ
?

焼
成
:良
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
50剛

画面

外内
7 5YR6/4に

ぶ
い
橙
。

5 YR6/6橙
。

生器

弥土
高
杯
2 3区

SD1020
73

全
体
の
3/10

面面
外内
脚
部
上
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
3m)。

脚
部
下
ハ
ケ
(6条
/cm)。

焼
成
:や
や
不
良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

透
か
し
孔
3ケ
所
あ
り
。

石
英
、
長
石
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
班

粒
、
絹
雲
母

法
量
:01～
4 01nm

面面
外内
7 5YR5ん

明
褐
。

7 5YR5/4に
ぶ
い
褐
。

生器

弥土
高
杯
2 3区

SD1020
全
体
の
1/5

外
面
:脚
部
摩
滅
の
た
め
調
整
不
明
瞭
。
ヘ
ラ
ミ

ガ
キ
の
痕
跡
あ
り
。

内
面
:杯
部
ナ
デ
。
脚
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ

焼
成
:不
良
。
密
度
:粗
。

一
部
反
転
復
元
。

央母量

石雲法

結
晶
片
岩
、
赤
色
班
粒
、
絹

:01～
50蜘

面面

外内
5 YR5/6明

赤
褐
。

5 YR5/6明
赤
褐
。

土
師
器
杯
2 3区

SD1020
20

78
全
体
の
3/5
外
面
:日
縁
部
、
体
部
回
転
ナ
デ
。
底
部
回
転
ヘ

ラ
切
り
。

内
面
:回
転
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:精
。

反
転
復
元
。

石
英
、
赤
色
斑
粒
、
絹
雲
母

法
量
101～
25411n

外
面
:7 5YR6ん

橙
。

内
面
:7 5YR6/41こ

ぶ
い
栓
。

土
師
器
把
手
2 3区

SD1024
(68)

把
手
の
み

71・
面
:ユ
ビ
オ
サ
エ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
絹
雲
母

法
量
:01～
100硼

タ
ト面
:7 5YR8/2灰

自
c

須
恵
器
杯
身
2区

SK1013
(143)

(32)
全
体
の
1ん
外
面
:日
縁
部
、
体
部
上
回
転
ナ
デ
。
体
部
下
回

転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
:回
転
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
!精
。

反
転
復
元
。

一
部
合
成
^

石
英
、
長
石
、
絹
雲
母
、
黒
色
斑
粒

法
量
:01～
08111

外
面
:N7/0灰

自
。

内
面
:N70灰

白
。

土
師
器
菱
2区

SK1020
(136)

(117)
(43)

口
縁
部
1/5
面面
外内

ヨ
ヨ
ナ
デ
。

ヨ
ヨ
ナ
デ
。

硯
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
英

法
量
:0,1～
3.2mm

面面
外内
10YR7μ

に
ぶ
い
黄
橙
。

2 5Yy3淡
黄
。

須
恵
器
杯
蓋
2区

SK1020
(120)

(35)
日
縁
部
1/5
面面

外内
回
転
ナ
デ
。

回
転
ナ
デ
ハ

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
英
、
長
石
、
赤
色
斑
粒

法
量
:01～
3 5ml

外
面
:N6/0灰

。

内
面
:N6/0灰

。

生器

弥土
甕
2区

SK1020
(32)

全
体
の
3/4
外
面
:体
部
タ
タ
キ
(3条
/ela)の

ち
ハ
ケ
(8条

/cm)。
底
部
ユ
ビ
オ
サ
エ
、
ユ
ビ
ナ
デ
。

内
面
:ユ
ピ
オ
サ
エ
、
ユ
ビ
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:精
。

一
部
反
転
復
元
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
30481

画面

外内
75Y駐
/2灰
褐
。

25Y4/1黄
灰
。

須
恵
器
甕
2区

SK1026
口
縁
部
1/10
面面
外内
頸
部
櫛
描
波
状
文
(9条
/ctl)。

回
転
ナ
デ
^

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
絹
雲
母

法
量
:01～
1 5dI

75Y5/1灰
。

面面

外丙
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掲
載
分
類
名
称
調
査
区
出
土
遼
構

活
重

(口
径
)
(頸
径
・
錯
径
)
(最
大
径
)

重吉回

法器
(底
径
)

法
重

(高
台
高
)

残
存
率

調
整
技
法

特
徴

含
有
物

色
調

穆
土
師
器
椀
2区

SK1027
ほ
ぼ
完
形

外
面
:口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
、
底
部
ナ
デ
,

ユ
ビ
オ
サ
エ
。

内
面
:日
縁
都
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
、
底
都
ナ
デ
。

石
英
、
長
石
、
赤
色
斑
粒
、
絹
雲
母

法
量
:01～
20山

面面

外内
5 YR6/6橙

。

5 YR6/6橙
。

猪
土
師
器
甕
2区

SK1027
(127)

(74)
全
体
の
V7

外
面
:日
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
頸
部
ユ
ビ
オ
サ
エ
の

ち
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
体
部
ハ
ケ
(4条
/cm)。

内
面
:日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
頸
部
ハ
ケ
(5条
/

cl)(や
や
摩
滅
)。
体
部
上
ユ
ビ
オ
サ
エ
の
ち
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
班
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
40d」

u

面面

外内
7 5YR6た

に
ぶ
い
橙
。

7 5YR6/6橙
。

“

須
恵
器
杯
身
2区

SK1027
(104)

(31)
全
体
の
1/6

面面

外内
回
転
ナ
デ
。

回
転
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:精
。

反
転
復
元
。

体
部
外
面
自
然
釉
付
着
。

石
英
、
長
石
、
絹
雲
母

法
量
:01～
0 8nal

面面

外内
5 PB6/1青

灰
。

5PBγ
l青
灰
。

須
恵
器
杯
身
2区

SK1027
(40)

(94)
全
体
の
1/8

外
面
:体
部
上
回
転
ナ
デ
。
体
部
下
、
底
部
回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
:回
転
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

一
部
合
成
。

石
英
、
長
石
、
絹
雲
母
、
黒
色
斑
粒

法
量
:01～
3011

画面

外内
N7ん
灰
自
。

5 PB6/1青
灰
。

生器

弥土
一堕
1区

訳
1002

(132)
口
縁
部
～

頸
部
7/8

外
面
:口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
キ
、
沈
線
2条
。
頸
部

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
3o」
)。

内
面
:日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
頸
都
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅

4544)。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

石
莫
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
45画

面面

外内
7 5YR7/4に

ぶ
い
栓
。

7 5YR8た
浅
黄
橙
。

79
生器

弥土
一霊
1区

SR1002
(103)

(164)
頸
部
2/3

外
面
:頸
部
ハ
ケ
(7条
/伽
)の
ち
ナ
デ
の
ち
沈

線
(螺
旋
状
)。
体
部
ハ
ケ
(7条
/cm)の

ち
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
(幅
411)。

内
面
:顕
部
板
ナ
デ
(幅
1 5cm)、

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

体
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

石
央
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
60r」

n

面面

外内
5 YR6/6橙

。

5 YR5/3に
ぶ
い
褐
。

80
生器

弥土
一壺
1区

SR1002
(220)

体
部
～
底
部

3/5

外
面
:顕
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
5 oJ)。
体
部
ヨ

コ
ナ
デ
(摩
減
の
た
め
調
整
不
明
瞭
)、
ハ
ケ
(4

条
/cnl)、

ナ
デ
。
底
部
ナ
デ
。

内
面
:顕
都
ユ
ビ
オ
サ
エ
、
ナ
デ
。
体
部
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
、
板
ナ
デ
。
底
部
板
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

底
部
の
一
部
煤
付
着
。

英母量

石雲法

結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

:01～
1151m

面面
外内
5 YR7/3に

ぶ
い
橙
。

5 YR7/4に
ぶ
い
橙
。

生器

弥上
甕
1区

SR1002
(198)

(178)
日
縁
都
1/6

外
面
:日
縁
部
、
頸
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
ユ
ビ
オ

サ
エ
の
ち
板
ナ
デ
。

内
面
:口
縁
部
、
頸
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
英
、
赤
色
斑
粒
、
絹
雲
母

法
量
:01～
3 0Ha

外
面
:7 5YRプ

41こ
ぶ
い
褐
。

内
面
:7 5YR74に

ぶ
い
褐
。

82
生器

弥土
高
杯
1区

SRla12
(71)

(190)
全
体
の
1/5

外
面
:脚
部
上
タ
タ
キ
(3～
4条
/cm)。
脚
部

下
ヨ
ヨ
ナ
デ
。

内
面
:脚
部
上
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ
。
脚
部
下

板
ナ
デ
(幅
1 5cm)。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

透
か
し
孔
の
痕
跡
あ
り
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
101-10 0HLI

画面

外内
7 5YR6/6橙

。

7 5YR6/6橙
。

87
生器

弥土

ミ
ニ
チ
ェ
ア
壼
ユ
区
SR1002

55
24

ほ
ぼ
完
形

外
面
:日
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
の
ち
刺
突
文
。
体
部
ユ

ビ
オ
サ
エ
の
ち
ユ
ビ
ナ
デ
。
底
部
ユ
ビ
ナ
デ
。

内
面
:ユ
ピ
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

石
英
、
長
石
、
赤
色
斑
粒
、
絹
雲
母

法
量
:0,1～
5 0aun

面面

外内
5 YR6/6橙

。
5 YR6れ
に
ぶ
い
橙
。

88
生器
弥土

一霊
1区

SR1002
全
体
の
1/15

外
面
:日
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
頸
郡
ハ
ケ
(6～
8条

/ca)
内
面
:日
縁
部
ハ
ケ
(12条
/cll)の

ち
ナ
デ
。

接
合
痕
あ
り
。
頸
部
ハ
ケ
(6条
/cm)の

ち
ナ

デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
301m

面面

外内
2 5YR5/6明

赤
褐
。

5 YR6/6橙
。

89
生器

弥土
一蛋
1区

SR1002
(202)

(43)
回
縁
部
l�

面＞面

外伽内

日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
頸
部
ハ
ケ
(9条
/

日
縁
部
、
頸
部
ハ
ケ
(7条
/cm)。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
英
、
赤
色
斑
粒
、
絹
雲
母

法
量
:01～
2 0Ha

面面

外内
5 YR5/4に

ぶ
い
赤
褐
。

10Y離
/3に
ぶ
い
黄
褐
。

90
生器

弥土
一霊
1区

SR1002
(185)

(92)
(92)

全
体
の
4/5

外
面
:日
縁
都
ナ
デ
、
竹
管
文
。
頸
部
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
(幅
2 5ma)。

内
面
:摩
滅
の
た
め
調
整
不
明
。
日
縁
部
ヨ
コ
ナ

デ
。
頸
部
ユ
ピ
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
。
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

の
痕
跡
あ
り
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

顕
部
内
面
黒
斑
あ
り
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
6 5dm

面面

外内
5 YR6/6橙

。
5 YR6/6橙

。

生器

弥土
一堕
1区

SRllll12
(115)

全
体
の

1ん
?

外
面
:日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
頸
部
上
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

頸
都
下
櫛
描
直
線
文
。
体
部
上
櫛
描
波
状
文
。
体

部
下
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

内
面
:口
縁
部
上
櫛
描
波
状
文
。
日
縁
部
下
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
。
頸
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
ユ
ピ
オ
サ
エ
、

ハ
ケ
(7～
9条
/cm)。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

日
縁
部
内
面
煤
付
着
。

円
形
浮
文
(2個
1対
)4ケ
所
あ
り

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
泣
、
絹

雲
母

法
量
:01～
7011

外
面
:7 5YR4 3褐

。

内
面
:7 5YR2/1黒

。
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載暑

掲纂
分
類
名
称
調
査
区
出
土
遺
構

法
量

法
量

法
量
法
量

`器

嵩
)

法
量

(底
径
)

法
量

(高
合
高
)

残
存
率

調
整
技
法

特
徴

含
有
物

色
調

生器

弥土
一軍
1区

SR1002
(68)

(194)
(173)

(56)
全
体
の
1/3

外
面
:頸
都
ハ
ケ
(14条
/cln)。
体
部
上
ハ
ケ
(1

4条
/m)の

ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
3 om)。
体

部
中
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
3 om)。
体
部
下
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
の
ち
ナ
デ
。

内
面
:頸
部
ナ
デ
。
体
部
上
ユ
ビ
オ
サ
エ
、
接
合

痕
あ
り
。
体
都
中
ハ
ケ
(6条
/cm)。
体
部
下
板

ナ
デ
。

良元
復
反転
密反

英母量

石雲法

結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

:01～
4 0mn

外
面
:10YR6/3に

ぶ
い
黄
橙
。

内
面
:10YR5/3に

ぶ
い
黄
褐
。

生器

弥土
一亜
1区

SR1002
全
体
の
1/4

面デ面

外ナ内

体
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
約
3剛
)。
底
部

体
部
上
ユ
ビ
オ
サ
エ
。
体
部
下
板
ナ
デ
。

焼
成
:や
や
不
良
。
密
度
:良
。

一
部
合
成
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
5 0mm

面面

外内
5 YR5/4に

ぶ
い
赤
褐
。

7 5YR71褐
灰
。

94
生器

弥土
一蜜
1区
SR1002

(50)
(78)

全
体
の
2/3
外
面
:体
部
下
ハ
ケ
(13条
/cr)の

ち
ヘ
ラ
ミ

ガ
キ
(幅
3 cm)。

内
面
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
ユ
ビ
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

体
部
～
底
部
外
面
黒
斑
あ
り

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
20o」

n

面面

外内
5 YR6/6橙

。

25Y5/3黄
褐
。

生器

弥土
一鍾

と
区
SR1002

(28)
(60)

底
部
1/2
外
面
:体
部
下
摩
滅
の
た
め
僅
か
に
ハ
ケ
(10条

/cm)の
痕
跡
あ
り
。
底
部
ナ
デ
。

内
面
:板
ナ
デ
(幅
1 6cm)

良元
‥復
度転

密反
石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母
、
黒
色
斑
粒

法
量
:01～
5 0tnl

面面

外内
10YR5/31こ

ぶ
い
黄
褐
。

10YR5//4に
ぶ
い
黄
褐
。

生器

弥土
奏
1区
SR1002

(164)
(130)

(206)
25 1

全
体
の
1/2

外
面
:回
縁
部
、
顎
都
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
体
部
タ
タ
キ

(3条
/cm)の

ち
ハ
ケ
(4条
/cm)、

の
ち
ナ
デ

底
部
ナ
デ
。

内
面
:口
縁
部
、
頸
部
ハ
ケ
(6条
/cm)。
体
部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
底
部
ユ
ビ
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

外
面
煤
付
着
。

焼
成
後
に
φ
3mmの
穿
孔
あ
り
(外

→
内
)。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
4 0onl

面面

外内
5 YR5/6明

赤
褐
。

5 YR5/6明
赤
褐
。

生器

弥土
発
1区

SR1002
90
114

(119)
4 1

全
体
の
ユ/2

外
面
:口
縁
部
、
頸
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
2～
3

rdn)の
ち
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
体
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
2

～
3 mm)。

内
面
:国
縁
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
2 mnl)。
体
部

ユ
ピ
オ
サ
エ
、
ユ
ビ
ナ
デ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅

3～
4 rm)。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

外
面
黒
斑
あ
り
。

石
英
、
赤
色
斑
粒
、
絹
雲
母

法
量
:01～
10m

画面
外内
10YR6れ

に
ぶ
い
黄
橙
。

10YR6た
に
ぶ
い
黄
橙
。

生器

弥土
発
1区

SR1002
(103)

(87)
全
体
の
1/3

外
面
:曰
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
ハ
ケ
(6条
/cm)

底
都
ナ
デ
。

内
面
:口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
体
都
、
底
都
板
ナ
デ

(幅
1 2cln)。

焼
成
:や
や
不
良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

英母量

石雲法

結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

01～
40a」

I

面面

外内
5 YR6ん

橙
。

5 YR5/6明
赤
褐
。

生器

弥土
発
1区

SR1002
(128)

日
縁
部
～

体
部
上
4/5

外
面
:国
縁
部
、
顕
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
上
タ
タ

キ
(5条
力
cr)の
ち
ハ
ケ
(5条
/cm)。

内
面
:日
縁
都
ヨ
コ
ナ
デ
、
票
都
ユ
ビ
オ
サ
エ
の

ち
板
ナ
デ
。
体
部
ユ
ビ
オ
サ
エ
の
ち
板
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
班
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
7 0mn

外
面
:7 5YR6/4に

ぶ
い
橙
。

内
面
:10YR6れ

に
ぶ
い
黄
橙
。

生器

弥土
甕
1区

SR1002
(166)

(186)
(98)

全
体
の
1/6

外
面
:口
縁
部
、
頸
部
ユ
ビ
オ
サ
エ
の
ち
板
ナ
デ

体
都
タ
タ
キ
の
ち
ハ
ケ
(5条
/cm)。

内
面
:口
縁
部
、
頸
部
板
ナ
デ
。
体
部
上
ユ
ビ
オ

サ
エ
の
ち
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
体
部
下
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

体
部
外
面
煤
付
着
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
2 8nm

面面

外内
5 YR5/6明

赤
褐
。

7 5YR5/4に
ぶ
い
褐
。

生器
弥土

斐
1区

SR1002
17 7

(42)
口
縁
部
完
形

外
面
:日
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
頸
部
、
体
部
ハ
ケ
(6

条
/伽
)。

内
面
:日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
顕
部
ハ
ケ
。
体
部
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

石
英
、
赤
色
斑
粒
、
絹
雲
母

法
量
:01～
4 5nm

外
面
:5 YR6/6橙

。
内
面
:10YR5/3に

ぶ
い
黄
褐
。

102
生器

弥土
甕
1区

SR1002
(180)

(150)
(186)

(49)
回
縁
部
1/6

外
面
:日
縁
部
、
頸
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
体
部
磨
滅
の

た
め
調
整
不
明
。

内
面
:日
縁
部
、
顎
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
摩
減
の

た
め
調
整
不
明
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

体
部
外
面
の
一
部
、
日
縁
部
内
面
の

一
部
煤
付
着
。

石
英
、
赤
色
斑
粒

法
量
:01～
2 0do

外
面
:5 YR76明

赤
褐
。

内
面
:7 5YR6れ

に
ぶ
い
橙
。

103
生器

弥土
箋
1区

SR1002
116

回
縁
都
1/2
外
面
:口
縁
部
、
頸
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
タ
タ
キ

(3条
/卿
)。

内
面
:日
縁
部
、
頸
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
板
ナ
デ

焼
成
:や
や
不
良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
4 5mn

面画

外内
5 YR6れ

に
ぶ
い
橙
。

5 YR6/4に
ぶ
い
橙
。

104
生器

弥土
変
1区

SR1002
(158)

(130)
(165)

(45)
口
縁
部
1/3

タ
ト
面
:日
縁
部
、
頸
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
摩
滅
の

た
め
調
整
不
明
。

内
面
:日
縁
部
、
顕
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
摩
減
の

た
め
調
整
不
明
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
e

反
転
復
元
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
絹
雲
母

法
量
:01～

7 0nIIn

面面

外内
7 5YR7/6橙

。
7 5YR7/6橙

。

生器

弥土
鉢
1区

SR1002
(188)

(171)
(1765)

(121)
全
体
の
1/3

外
面
:日
縁
部
、
頸
部
ユ
ピ
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
。

体
部
ナ
デ
。

内
面
:日
縁
部
、
頸
部
、
体
部
上
ナ
デ
。
体
部
下

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

一
部
合
成
。

日
縁
部
穿
孔
1ケ
所
あ
り
(内
→
外
)

体
部
外
面
黒
斑
あ
り
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
5 5mm

面面

外内
5 YR5/6明

赤
褐
。

5 YR5/6明
赤
褐
。
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番
号
分
類
名
称
調
査
区
出
土
遺
構

室径
法回

(願
径 ・
鍔
径
)

法
量

(最
大
径
)

法
量

(器
高
)

法
量

(底
径
)

法
量

(高
台
高
)

残
存
率

調
整
技
法

特
徴

含
有
物

色
調

生器

弥土
菱
1区

SR1002
(207)

51
体
都
～
底
部

1/3

外
面
:体
部
タ
タ
キ
(5条
/3 4cm)の

ち
ハ
ケ
(7

条
/cm)。
底
部
ナ
デ
。

内
面
:体
部
下
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
底
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ユ
ビ
オ
サ
エ
。

焼
成
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

一
部
合
成
。

外
面
煤
付
着
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
6 0nm

面面

外内
10YR73に

ぶ
い
黄
褐
。

10YR6ん
に
ぶ
い
黄
橙
。

107
生器

弥土
甕
1区

SR1002
底
部
1ん

外
面
:体
部
タ
タ
キ
(5条
/2 7em)の

ち
ハ
ケ
(7

条
/cm)。

内
面
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良

反
転
復
元
。

外
面
黒
斑
あ
り
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
班
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
40m

面面

外内
7 5YR6ん

橙
。

7 5YR6/6橙
。

108
生器

弥土
奏
1区

SR1002
(47)

底
都
完
形

画面

外内
体
部
摩
滅
の
た
め
調
整
不
明
瞭
。

体
部
下
ユ
ビ
ナ
デ
。

焼
成
:不
良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
班
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
76山

外
面
:5 YR6海

橙
。

内
面
:25Yプ
2暗
灰
黄
。

109
生基

弥＋
奏
1区

SR1002
(56)

底
都
完
形
面面
外内
体
部
下
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

体
部
下
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

攪
成
:良
。
密
度
:良
。

底
部
外
面
媒
付
着
。

石
英
、
赤
色
班
粒
、
絹
察
母

法
量
:01～
4 0mm

面面

外内
5YR5/4に

ぶ
い
褐
。

5YR5た
に
ぶ
い
褐
。

生器

弥土
斐
1区

SR1002
(59)

57
底
都
完
形

外
面
:体
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
3～
5D8)。
体

部
下
ユ
ビ
オ
サ
エ
。

内
面
:体
部
下
板
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

外
面
黒
斑
あ
り
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
6 0mu

画面

外内
5 YR5/6明

赤
褐
。

5 YR6/6橙
。

生器

弥土
奏
l区

SR1002
全
体
の
1/10

面面

外内
体
部
下
板
ナ
デ
。
底
部
ナ
デ
。

底
部
ユ
ビ
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
。

焼
成
:や
や
不
良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
6 0ma

外
面
:7 5YR6/4に

ぶ
い
橙
。

内
面
:10YR6れ

に
ぶ
い
黄
橙
。

112
生器

弥土
鉢
?
1区

SR1002
(32)

51
底
部
完
形

外
面
:体
部
下
ハ
ケ
(13条
/cm)。
底
部
ナ
デ
。

内
面
:底
都
板
ナ
デ
(幅
161m)。

焼
成
:や
や
不
良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

外
面
煤
付
着
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
班
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～

4 0altn

面面
外内
10YR6れ

に
ぶ
い
黄
橙
。

7 5YR6/4に
ぶ
い
栓
。

生器

弥土
高
杯
1区

SR1002
(298)

(306)
(62)

口
縁
部
の
み

2/3

外
面
:回
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
杯
部
上
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

(幅
2 5mr)。

杯
部
下
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
3m)

内
面
:日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
杯
部
上
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

(幅
3 8mm)。

杯
部
下
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
3 mH)

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

日
縁
部
外
面
煤
付
着
。

英母量

石雲法

結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

:01～
6 5mI

外
面
:5 YR7/6橙

。

内
面
:5 YR7/6橙

。

生器

弥土
高
杯
1区

SR1002
(288)

(59)
回
縁
部
2/9

外
面
:回
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
杯
部
上
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

杯
部
下
摩
滅
の
た
め
不
明
瞭
。
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
の
痕

跡
あ
り
。

内
面
:口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
杯
部
上
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

杯
部
下
ヨ
コ
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
英
、
赤
色
斑
粒
、
絹
雲
母

法
量
:01～
1 0mm

面面

外内
5 YR5/6明

赤
褐
。

5 YR5/6明
赤
褐
。

生器

弥土
高
杯
1区

SR1002
全
体
の
1//8

外
面
:摩
滅
が
激
し
く
調
整
不
明
。

内
面
:ハ
ケ
(6～
8条
/cr)の

ち
ナ
デ
(摩
滅

の
た
め
調
整
不
明
)。

焼
成
:不
良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
英
、
赤
色
斑
粒
、
絹
雲
母

法
量
:Ol～
2 01ff

面面

外内
5 YR6/6橙

。
5 YR6/6橙

。

116
生器

弥土
高
杯
1区

(245)
(39)

全
体
の
1/6
外
面
:回
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
杯
部
摩
減
の
た
め
調

整
不
明
。

内
面
:杯
部
摩
減
の
た
め
調
整
不
明
。

焼
成
:や
や
不
良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
40剛

外
面
:7 5YR6ん

橙
。

内
面
:5 YR6ん

橙
。

117
生器

弥土
高
杯
1区

SR1002
(240)

(41)
全
体
の
1ん

外
面
:回
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
杯
都
上
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

(幅
2 5cln)。
杯
部
下
ハ
ケ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅

25帥
)。

内
面
:回
縁
部
、
杯
部
上
ヨ
コ
ナ
デ
の
ち
ヘ
ラ
ミ

ガ
キ
(暗
文
)。
杯
部
下
ヨ
コ
ナ
デ
の
ち
ヘ
ラ
ミ

ガ
キ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
35m

画面
外内
10YR6/4に

ぶ
い
黄
橙
。

25Y3/1黒
褐
。

生器

弥土
高
杯
1区

ほ
ぼ
完
形

外
面
:日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
杯
部
上
ナ
デ
の
ち
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
(幅
2 all)。
杯
部
下
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅

2m)。
脚
部
上
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
4州
)。
脚
部

中
摩
滅
の
た
め
調
整
不
明
瞭
。
ハ
ケ
。
脚
部
下
ナ

デ
。
内
面
:日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
杯
部
上
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

(摩
減
)。
杯
部
下
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
4 mm)。
脚

部
上
絞
り
痕
。
脚
部
下
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
合
成
。

透
か
し
孔
4ケ
所
あ
り
(外
→
内
)

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
40剛

外
面
:5 YR6/6栓

。
内
面
:2 5YR6ん

橙
。

生器

弥土
高
杯
1区

SR1002
脚
部
2/3
外
面
:脚
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
約
3 mr)。

内
面
:脚
部
上
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
脚
都
下
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
の
ち
ハ
ケ
(8条
/cm)。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
合
成
。

透
か
し
孔
3ケ
所
あ
り
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
351J

外
面
17 5YR5/6明

褐
。

内
面
:7 5YR5/4に

ぶ
い
褐
。

120
生器

殊土
高
杯
1区

SR10112
(142)

脚
部
完
形

外
面
:杯
部
下
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。
脚
部
上
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
。
脚
部
下
ヨ
コ
ナ
デ
。

内
面
:杯
部
下
ナ
デ
。
脚
部
上
絞
り
痕
。
脚
部
下

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

石
英
、
長
石
、
赤
色
斑
粒
、
絹
雲
母

法
量
:Ol～
201m

面面

外内
5 YR6/6橙

。

5 YR6/6橙
。

生器

弥土
高
杯
1区

SR1932
(171)

全
体
の
1/2

面面

外殉
摩
減
の
た
め
調
整
不
明
。

摩
減
の
た
め
調
整
不
明
。

焼
成
:や
や
不
良
。
密
度
:粗
。

反
転
復
元
。

透
か
し
孔
4ヶ
所
あ
り
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
101～
6 0Hm

面面

外内
5 YR6/6橙

。
5 YR6/6橙

。
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掲
載
分
類
名
称
調
査
区
出
土
遺
構

車径
法ロ

(頸
径
・
錯
径
)

添
重

(最
大
径
)

Д
重

(器
高
)

量径
法底
濯鵡

残
存
率

調
整
技
法

特
徴

含
有
物

色
HR

生器

弥土
高
杯
1区

SR1002
(39)

不
明

外
面
:脚
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
411)、
脚
部
下

ヨ
コ
ナ
デ
、
沈
線
1条
。

内
面
:脚
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
ハ
ケ
の
ち
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

断
面
実
測
。

外
面
に
線
刻
あ
り
。

英母量

石雲法

結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

101～
30a」

外
面
:7 5YR5/31こ

ぶ
い
褐
。

内
面
:7 5YR4ん

褐
。

須
恵
器
杯
身
1区

SR1002
(130)

(33)
日
縁
部
1/5
外
面
:日
縁
部
、
体
部
上
回
転
ナ
デ
。
体
部
下
、

底
部
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
:回
転
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
莫
、
長
石

法
量
:01～
15m

外
面
:N6/0灰

。
内
面
:N6/OFk。

須
恵
器
杯
身
1区

SR1002
134

(33)
日
縁
部
～

体
部
1/6

外
面
:日
縁
部
、
体
部
上
回
転
ナ
デ
。
体
部
下
、

底
部
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
:回
転
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
英
、
長
石

法
量
:01～
1 0Ha

外
面
:N6/6灰

。
内
面
:N6/6Fx。

生器

弥土
壼
1区
SR1002

(192)
(122)

(322)
(298)

体
部
1/73

外
面
:口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
頸
部
ハ
ケ
(5条
/cn)

体
部
上
タ
タ
キ
の
ち
ハ
ケ
(5条
/cm)の

ち
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
。

内
面
:日
縁
郡
ヨ
コ
ナ
デ
。
頭
部
ヨ
コ
ナ
デ
の
ち

ハ
ケ
(5条
/cm)。
体
部
ユ
ビ
オ
サ
エ
、
ハ
ケ
(5

条
/cla)の

ち
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

焼
成
:や
や
不
良
。
密
度
:粗
。

反
転
復
元
。

一
部
合
成
。

石
英
、
長
石
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑

粒法
量
:01～
70o」

I

面面
外内
5 YR76橙

。
2 5YR6/8橙

。

生器

弥土
一霊
1区

SR1002
(214)

(70)
全
体
の
1/3

外
面
:口
縁
部
ヘ
ラ
圧
痕
文
、
円
形
浮
文
(2個
1

対
)。
頸
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
311)

ヨ
コ
ナ
デ
、
断
面
三
角
形
突
帯
(2条

)、
棒
状
浮

文
(2本
1対
)。

内
面
:口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
頸
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅

3 5DI)。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
7011

面面

外内
7 5YWた

に
ぶ
い
橙
。

10YR7た
に
ぶ
い
黄
橙
。

129
生器

弥土
壷

ユ
区
SR1002

12 7
頸
郡
2/3

外
面
:口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
顕
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅

約
3 1nd)、
体
部
上
、
木
日
刺
突
文
。

内
面
:日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
頭
部
上
ユ
ピ
オ
サ
エ

の
ち
ユ
ビ
ナ
デ
。
顕
部
下
ユ
ビ
オ
サ
エ
、
接
合
痕

あ
り
。
体
部
上
ユ
ビ
オ
サ
エ
。

焼
成
:不
良
。
密
度
:粗
。

一
部
反
転
復
元
。

一
部
合
成
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
5,Om

面面

外内
5 YR6/6橙

。
5 YR5/6明

赤
掲
。

130
生器

弥土
重
1区

SR1002
202

(135)
日
縁
部
75

外
面
:日
縁
部
ユ
ビ
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
。
頸

部
上
ユ
ビ
オ
サ
エ
の
ち
ハ
ケ
(7条
/cm)。
頸
部

下
ハ
ケ
(7条
/cl)。

内
面
:口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
頸
部
ユ
ビ
オ
サ
エ
の

ち
ハ
ケ
(12条
/1 8cn)、

(5条
/cm)の

ち
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

外
面
黒
斑
あ
り
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
9,OBII

外
面
:7 5YR6/4に

ぶ
い
橙
。

内
面
:5 YR6/6橙

。

生器

弥土
一霊
1区

SR1002
(96)

日
縁
部
ほ
ぼ

完
形

外
面
:回
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
顕
部
ハ
ケ
(7条
/15

cal)。

内
面
:口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
顕
部
ユ
ピ
オ
サ
エ
の

ち
ナ
デ
。

焼
成
:良
◇
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

英量

石法
赤
色
斑
粒
、
絹
雲
母

:01～
5 0an

画面

外内
5 YR6/6橙

。

5 YRν
6明
赤
褐
。

生器

弥土
一璽
1区

SR1002
130

回
縁
部
5/6

面面
外内
ヨ
コ
ナ
デ
。

ヨ
ヨ
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:0,1～
4 7oD

面面

外内
5 YR7/6橙

。
5 YR7/6橙

。

生器

弥土
と璽
1区

SR1002
(11,0)

(106)
頸
部
4/5

外
面
:顕
部
ナ
デ
、
貼
付
突
帯
3条
。
体
部
上
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
(幅
4D」
)。

内
面
:頸
部
上
板
ナ
デ
(幅
1 5cl)。

顕
部
下
、

体
部
上
ユ
ビ
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
20m

外
面
:7 5YR6れ

に
ぶ
い
橙
。

内
面
:7 5YR5た

に
ぶ
い
掲
。

134
生器

弥土
壷
1区

SR1002
(55)

日
縁
部
～

体
部
1ん

外
面
:口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
上
ヨ
ヨ
ナ
デ
の

ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
2～
3Ha)。

内
面
:日
縁
部
、
頸
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
ユ
ビ
オ

サ
エ
、
ユ
ビ
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

透
し
孔
あ
り
(1ケ
所
わ
ず
か
に
残

る
)。

外
面
黒
斑
あ
り
。

外
面
煤
付
着
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
畳
:01～
3 0ma

面面

外内
5 YRγ
6橙
。

5 YR6/6橙
。

135
生器

弥土
姜甑
1区

SR1002
(84)

(77)
(14.2)

(117)
全
体
の
1/2

外
面
:日
縁
部
、
顕
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
体
部
ヘ
ラ
ミ

ガ
キ
(幅
31D)。

内
面
:日
縁
部
、
頸
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
体
都
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
奥
、
赤
色
斑
粒
、
絹
雲
母

法
量
:01～
4 0nun

画面

外内
7 5YR6/4に

ぶ
い
橙
。

7 5YR6/4に
ぶ
い
橙
。

生器
弥土

一重
1区

SRlCX12
体
部
1/3

面面ラ

外内ヘ

体
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
3～
4 nln)。

体
部
上
剥
離
の
た
め
調
整
不
明
。
体
部
中

ズ
リ
。
体
部
下
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
板
ナ
デ

焼
成
:や
や
不
良
。
密
度
:良
。

反
犠
復
元
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
4 0nat

面面
外内
10YR5/2灰

黄
褐
。

10YR4/1掲
灰
。

生器
弥土

壼
1区

SR1002
(234)

全
体
の
2/3
外
面
:体
部
ハ
ケ
(7条
/ca)。
底
部
ナ
デ
。

内
画
:体
都
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

体
部
～
底
部
外
面
黒
斑
あ
り
。

石
英
、
長
石
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑

粒
、
絹
雲
母

法
量
:01～
7.Omm

面面

外内
5 YR6/6栓

。
25Y5/1黄

灰
。
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烈口巧

禍番
分
類
名
称
調
査
区
出
土
遺
構

重径

広口
漣鞠

法
量

法
量
r哭
童
、
法
量

法
量

残
存
率

調
整
技
法

特
徴

含
有
物

色
調

生器

弥土
一璽
1区

SR1002
(232)

(160)
53

全
体
の
2/3

外
面
:体
部
タ
タ
キ
(3条
/伽
)の
ち
ハ
ケ
の
ち

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
2 ma)。
底
部
ナ
デ
。

内
面
:体
部
上
ナ
デ
。
体
部
下
ハ
ケ
(13条
/cn)

底
部
ユ
ピ
オ
サ
エ
、
ユ
ビ
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

外
面
黒
斑
あ
り
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～

4 4nIIn

面面

外内
7 5YR5た
に
ぶ
い
褐
。

7 5YR5/3に
ぶ
い
褐
。

生器

弥土
壺
1区

SR1002
(52)

(76)
底
部
1/2

外
面
:体
部
ハ
ケ
(7条
/oll)の

ち
ナ
デ
。
底
部

ナ
デ
。

内
面
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

内
面
煤
付
着
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
70m

面面

外内
5 YR6/6橙

。
10Y馳
/1褐
灰
。

14Э
生器
弥土

士笙
1区

SR1002
(87)

全
体
の
3れ
外
面
:体
部
下
タ
タ
キ
(3条
/cl)の

ち
ハ
ケ
(8

条
/cm)。
底
部
タ
タ
キ
(3条
/m)の

ち
ナ
デ

内
面
:体
部
下
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

外
面
煤
付
着
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～

6 0trml

面面

外内
10YR5/2灰

黄
掲
。

10YR6海
に
ぶ
い
責
橙
。

生器

弥土
甕
1区

SR1002
11 6

全
体
の
3/5

外
面
:口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
、
底
部
タ
タ
キ

(2条
/cH)の

ち
ナ
デ
。

内
面
:日
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
頸
部
、
体
部
上
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ
。
体
部
下
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
底
部

ユ
ピ
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

外
面
煤
付
着
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
,絹

雲
母

法
量
:01～
4 0mI

画面
外内
7 5YRν

4に
ぶ
い
褐
。

5 YR6れ
に
ぶ
い
橙
。

142
生器

弥土
甕
1区

SR1002
129

155
全
体
の
1/2

外
面
:日
縁
部
、
頸
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
タ
タ
キ

(4条
/1 4ca)の

ち
板
ナ
デ
。
底
部
ナ
デ
。

内
面
:日
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
頸
部
ユ
ビ
オ
サ
エ
の

ち
ナ
デ
。
体
部
、
底
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

外
面
黒
斑
あ
り
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:Ol～
9 0Ha

外
面
:7 5YR74に

ぶ
い
褐
。

内
面
:7 5YRプ

4に
ぶ
い
褐
。

生器

弥土
甕
1区

SRllX12
(198)

(159)
(37)

全
体
の
1/5

外
面
:口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
顎
部
ユ
ビ
オ
サ
エ
、

ユ
ビ
ナ
デ
。
体
部
ハ
ケ
(13条
/cH)。

内
面
:回
縁
部
、
頸
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
都
摩
滅
の

た
め
調
整
不
明
。
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
痕
跡
あ
り
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:0,1～
9 0aln

面面

外内
5 YRν
6明
赤
褐
。

7 5YR6/6橙
。

1坐
生器

弥土
賓
1区

SR1002
(163)

(44)
回
縁
部
1/2

外
面
:日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
顕
部
、
体
部
ハ
ケ
(8

条
/cI)。

内
面
:日
縁
部
、
顕
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
英
、
赤
色
斑
粒
、
絹
雲
母

法
量
:01～
5 0nm

外
面
:10YR6/4に

ぶ
い
黄
橙
。

内
面
:10YR6れ

に
ぶ
い
黄
橙
。

145
生器

弥土
巽
1区

SR1002
(166)

(136)
日
縁
部
の
み

1/4

外
面
:日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
顕
部
、
体
部
ハ
ケ
(6

条
/cm)。

内
面
:日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
の
ち
ハ
ケ
(6条
/cm),

頸
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

外
面
の
一
部
煤
付
着
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
絹
雲
母

法
量
:01～
6 0dt

面面

外内
10YR7/2に

ぶ
い
黄
橙
。

10YR8/2灰
自
。

146
生器

弥土
養
1区

SR1002
(62)

日
縁
部
1/5
外
面
:日
縁
部
、
頸
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
摩
減
の

た
め
調
整
不
明
。

内
面
:日
縁
都
、
頸
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
体
部
板
ナ
デ
。

焼
成
:や
や
不
良
。
密
度
:粗
。

反
転
復
元
。

日
縁
部
外
面
煤
付
着
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
5 0dm

外
面
:5 YR5/6明

赤
掲
。

内
面
:7 5YR6/6TJH。

147
生器

弥土
養

ユ
区
SR1002

(150)
(124)

(154)
(65)

日
縁
都
1泡

外
面
:口
縁
部
、
頸
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
タ
タ
キ

の
ち
ハ
ケ
。

内
面
:日
縁
都
、
頸
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

頸
部
内
面
に
工
具
痕
?あ
り
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01-2 3dm

外
面
:5 YR7/6橙

。

内
面
:5 YR7/6橙

。

生器

弥土
霊

ユ
区
SR1002

(150)
(122)

(105)
日
縁
部
1//4

外
面
:日
縁
部
、
顎
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
板
ナ
デ

の
ち
ハ
ケ
。

内
面
:日
縁
部
、
頸
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
板
ナ
デ

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

体
部
内
外
面
煤
付
着
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
4 5dI

面面

外内
5 YR7/6橙

。
5 YR7/6橙

。

149
生器

弥土
甕
1区

SR1002
(84)

日
縁
都
ユ
/72

外
面
:口
縁
部
、
頸
部
、
体
部
ヨ
コ
ナ
デ
。

内
面
:日
縁
部
、
顕
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
ヘ
ラ
ク

ズ
リ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

日
縁
部
外
面
煤
付
着
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～

4 0 nal

外
面
:7 5YR5//4に

ぶ
い
褐
。

内
面
:7 5YR5/4に

ぶ
い
褐
。

弥
生

土
器
斐
1区

SR1002
(146)

(128)
(56)

口
縁
部
″
5

外
面
:回
縁
部
、
頸
部
、
体
部
ヨ
コ
ナ
デ
。

内
面
:日
縁
部
、
顕
都
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
英
、
赤
色
斑
粒
、
絹
雲
母

法
量
:01～
4 5Ha

面面
外内
2 5YR6/8/EA。

5YRγ
8橙
。

生器

弥土
養
1区

SRllX12
(77)

日
縁
部
1/2

外
面
:回
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
頸
部
ハ
ケ
(6条
/cm)

体
部
タ
タ
キ
(3条
/cnl)の

ち
ハ
ケ
(6条
/cm)

(13条
/cH)。

内
面
:口
縁
部
、
頸
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
上
板
ナ

デ
。
体
部
下
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
(幅
1 8cn)。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

外
面
煤
付
着
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～

5 0trun

面面

外内
7露
R7/6橙
。

7 5YR6/4に
ぶ
い
橙
。

生器

弥土
賓
1区

SR1002
113

(88)
全
体
の
2/3

外
面
,日
縁
部
、
頸
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
タ
タ
キ

(3条
/cl)の

ち
ハ
ケ
(9条
/cn)。

内
面
:日
縁
部
、
顕
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

外
面
煤
付
着
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
4011

画面

外内
7 5YR5ん

に
ぶ
い
褐
。

7 5YRν
3に
ぶ
い
褐
。

153
生器

弥土
葵
1区

SRllX12
117

(40)
全
体
の
5/6

外
面
:日
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
頸
部
、
体
部
ハ
ケ
(7

条
/cla)。

内
面
:口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。顕
部
ヨ
コ
ナ
デ
の
ち

ハ
ケ
(7条
/cm)。
体
部
ユ
ビ
オ
サ
エ
、 ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

外
面
回
縁
部
～
体
部
と
内
面
日
縁
部

媒
付
着
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
7 6mm

外
面
:2 5YR5/6明

赤
褐
。

内
面
:7 5YR6/6橙

。



ＩＩ卜伽ＯＩＩ

翻口巧

菊番
分
類
名
称
調
査
区
出
土
遺
構

量径
法回

(雲
径
・
鍔
径
)
(最
大
径
)
(器
高
)
(底
径
)

法
量

(高
台
高
)
残
存
率

調
整
技
法

特
徴

含
有
物

色
調

154
生器

弥土
賽
1区
SR1002

(42)
底
部
完
形
画面

外内
体
都
ハ
ケ
。
底
部
ハ
ケ
の
ち
ナ
デ
。

体
部
板
ナ
デ
。
底
部
ユ
ビ
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

石
英
、
長
石
、
結
晶
片
岩

法
畳
:01～
56m

外
面
:7 5YR6た

に
ぶ
い
橙
。

155
生器
弥土

菱
と
区
SR1002

(183)
体
部
～
底
部

1/3

外
面
:体
部
ハ
ケ
(7条
/cn)。
底
部
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
。

内
面
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
、
合
成
。

外
面
煤
付
着
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
班
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
5041n

画面
外内
10YR4/2灰

黄
褐
。

10YM/2灰
黄
褐
。

生器

弥土
鉢
1区
SR1002

(131)
81

全
体
の
1/3

外
面
:口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
体
部
摩
滅
の
た
め
詞

整
不
明
。
底
都
ユ
ビ
オ
サ
エ
、
ナ
デ
。

内
面
:口
縁
部
、
体
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
体
部
下
板
ナ

デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
4 01nm

外
面
:7 5YR6/6橙

。

内
面
:7 5YR6れ

に
ぶ
い
橙
。

生器

弥土
鉢
1区
SR1002

15 2
67

全
体
の
2/3

外
面
:回
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
体
部
上
ハ
ケ
(12条

/cm)の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
2～
5 jla)。
体

部
下
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。
底
部
ナ
デ
。

内
面
:口
縁
部
、
体
部
下
板
ナ
デ
。
底
部
ユ
ビ
オ

サ
エ
。

焼
成
:や
や
不
良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

外
面
の
一
部
黒
斑
あ
り
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
70m

面面

外内
5 YR6//4に

ぶ
い
橙
。

7 5YR6/4に
ぶ
い
橙
。

生器

弥土
鉢
l区
SR1002

(57)
52

底
部
完
形

外
面
:体
部
下
タ
タ
キ
の
ち
ハ
ケ
。
底
部
ナ
デ
の

ち
ユ
ビ
オ
サ
エ
。

内
面
:体
部
下
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

内
面
煤
付
着
。

底
面
穿
孔
あ
り
(外
→
内
)。

石
英
、
赤
色
斑
粒
、
絹
雲
母

法
量
:01～
20画

面面

外内
5 YR5/6明

赤
褐

2 5Yyl黒
褐
。

生器

弥土
高
杯
1区

SR1002
(173)

(116)
全
体
の
3/5

外
面
:口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
日
縁
部
下
沈
線
1条

杯
部
上
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
l II)。
杯
部
下
摩
滅

の
た
め
調
整
不
明
瞭
。
脚
部
上
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅

31m)。
脚
部
下
ヨ
ヨ
ナ
デ
。

内
面
:日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
杯
部
下
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

(幅
3 ald)。
脚
部
上
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
脚
部
下
ヨ

ヨ
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

透
か
し
孔
3ケ
所
あ
り
。

石
美
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
30m

面面

外内
7.5YR6/6橙

。
7 5YR6/6橙

。

生器

弥土
高
杯
1区

SR1002
127

77
全
体
の
2ん

外
面
:口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。杯
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅

3～
5 dd)。
脚
接
合
部
ナ
デ
。
脚
部
上
ヘ
ラ
ミ

ガ
キ
(幅
15～
211)。
脚
部
下
ナ
デ
。

内
面
:日
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
杯
部
摩
減
の
た
め
不

明
瞭
。
僅
か
に
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
の
痕
跡
あ
り
。
脚
部

上
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
脚
部
下
板
ナ
デ
。

焼
成
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

透
か
し
孔
4ケ
所
あ
り

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
3 0ma

面面
外内
5 YR6ん
橙
。

5YRν
6橙
。

生器

弥土
高
杯
l区

SR1002
(145)

7)
(117)

全
体
の
1/2

外
面
:回
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
杯
部
上
沈
線
1条
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
3 ma)。
脚
部
上
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

(幅
3m)。
脚
部
下
ナ
デ
。

内
面
:杯
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
3 am)。
脚
部
上

ユ
ビ
ナ
デ
の
ち
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
脚
部
下
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:精
。

反
転
復
元
。

一
部
合
成
。

日
縁
部
外
面
黒
斑
あ
り
。

透
か
し
孔
4ヶ
所
あ
り
(外
→
内
)

石
英
、
長
石
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑

粒
、
絹
雲
母

法
量
:01～
4 6ma

面面

外内
7 5YR6/4に

ぶ
い
橙
。

5 YR6/6橙
。

生器

弥土
高
杯
1区

SRllll12
(346)

(57)
全
体
の
1/9

外
面
:口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
杯
部
摩
滅
の
た
め
調

整
不
明
。

内
面
:口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
杯
部
摩
滅
の
た
め
調

整
不
明
瞭
。
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
の
反
跡
あ
り
。

密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
英
、
結
品
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
60m

面面

外内
5 YR76明

赤
褐
。

2.5YRF./6明
赤
褐
。

生器

弥土
高
杯
1区

SR1002
(294)

(50)
全
体
の
1/3

外
面
:口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
杯
部
上
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

(幅
2Ш
)。
杯
部
下
ハ
ケ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅

2 ma)。

内
面
:口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
杯
部
上
ヨ
ヨ
ナ
デ
の

ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
21m)。
杯
部
下
板
ナ
デ
の

ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
2 da)。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

央母量

石雲法

結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

:01～
4 6mI

面面

外内
5 YR5/4に

ぶ
い
赤
褐
。

5 YR6/4に
ぶ
い
橙
。

164
生器

弥土
高
杯
l区
SR1002

29 2
(51)

口
縁
部
1た

外
面
:日
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
杯
部
上
ヨ
ヨ
ナ
デ
の

ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
2 mm)。
杯
部
下
ハ
ケ
(4条
/0

6 cm)の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
1～
2 da)。

内
面
:回
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
杯
部
上
ヨ
コ
ナ
デ
の

ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
1～
2m)。
杯
部
下
ナ
デ

の
ち
ハ
ケ
(4条
/0 6cl)。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

外
面
黒
班
あ
り
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
3011m

面面

外内
5 YR6/6橙

。
10YR6れ
に
ぶ
い
黄
橙
。

生器

弥土
高
杯
1区

SR1002
(236)

(43)
口
縁
部
1た

面面

外内
ヨ
コ
ナ
デ
。

ヨ
コ
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
班
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
8 0mm

画面

外内
5Y懸
/4に
ぶ
い
橙
。

10YR6/3に
ぶ
い
黄
橙
。

生器

弥土
高
杯
[区
SR1002

23 2
(82)

杯
部
ほ
ぼ
完
形

外
面
:日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
杯
部
上
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

杯
部
下
摩
減
の
た
め
調
整
不
明
。

内
面
:日
縁
部
、
杯
部
上
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。
杯
部
下

摩
滅
の
た
め
調
整
不
明
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
70111

画面
外内
5 YR6/6栓

。
7 5YR6/4に

ぶ
い
rpt。



ＩＩふりｗＩＩ

朝口巧

蒟番
分
類
名
称
調
査
区
出
土
遺
構

(口
径
)
(顆
径
,需
径
)
(最
大
径
)

重昔同

お器
(底
径
)
(高
台
高
)
残
存
率

調
整
技
法

特
徴

含
有
物

色
調

生器

弥土
高
杯
1区

SR1002
20 8

(62)
全
体
の
3れ

外
面
:日
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
杯
部
下
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

(幅
3 mI)。

内
面
:日
縁
部
ユ
ビ
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
杯

都
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
5 1fm)。

良
度ｏ

密元

良
。睦
‥反

成部

焼一

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
32Ш

面面

外内
5 YR6/4に

ぶ
い
橙
。

5 YR6/6橙
。

168
生器

弥土
高
杯
1区

SR1002
(180)

(65)
全
体
の
2/3

外
面
:日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
杯
部
上
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

杯
部
下
ハ
ケ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

内
面
:日
縁
部
、
杯
部
上
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。
杯
部
下

摩
滅
の
た
め
調
整
不
明
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

石
英
、
赤
色
斑
粒
、
絹
雲
母

法
量
:01～
3 5om

面面

外内
5 YR5/6明

赤
褐
。

10YR5/4に
ぶ
い
黄
褐
。

169
生器

弥土
高
杯
1区

SR1002
全
体
の
1/3

外
面
:杯
部
ナ
デ
。
脚
部
上
ハ
ケ
(6条
/ca)の

ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。
脚
部
下
ヨ
コ
ナ
デ
。

内
面
:杯
部
下
ハ
ケ
(6条
/cm)の

ち
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
。
脚
音
卜 上
ユ
ビ
オ
サ
エ
の
ち
ユ
ビ
ナ
デ
。
脚
都

下
ハ
ケ
(6条
/cm)。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

透
か
し
孔
3ケ
所
あ
り
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
5 0nun

面面

外内
10YR6/3に

ぶ
い
黄
/r2t。

7 5YR6/4に
ぶ
い
橙
。

170
生器

弥土
高
杯
1区

SR1002
(110)

17 35
脚
部
9/10

外
面
:杯
部
、
脚
部
上
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
251m)

脚
部
下
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
、
沈
線
1条

内
面
:杯
部
ナ
デ
。
脚
部
上
ハ
ケ
(5条
/cl l)。

脚
都
下
ハ
ケ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

底
部
外
面
の
一
部
燥
付
着
。

透
か
し
孔
4ヶ
所
あ
り
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
6.OII

画面

外内
7 5YR6/4に

ぶ
い
橙
。

7 5YR6/3に
ぶ
い
褐
。

生器

弥土
高
杯
1区

SR1002
(101)

(103)
全
体
の
1/2

外
面
:杯
部
、
脚
部
上
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。
脚
部
下
ヨ

ヨ
ナ
デ
。

内
面
:杯
部
、
脚
部
上
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
脚
部
下
ヨ

ヨ
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

透
か
し
孔
4ケ
所
あ
り
。

石
英
、
赤
色
斑
粒
、
絹
雲
母

法
量
:01～
1.OBId

面面

外内
5 YR6/6橙

。
5 YR6/6橙

。

生器

弥土
高
杯
1区

SR1002
(126)

全
体
の
1ん
外
面
:杯
部
下
、
脚
部
上
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
4 du)

内
面
:杯
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
48」
n)。
脚
部
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ
の
ち
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
英
、
赤
色
班
粒
、
絹
雲
母
、
黒
色

斑
粒

法
量
:01～
30硼

外
面
:5 YR7/4に

ぶ
い
橙
。

内
面
:5 YR7/6橙

。

生器

弥土
高
杯
1区

SR1002
(47)

16 2
脚
部
2/5

外
面
:脚
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
1～
2 HH)。
脚

部
下
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
1～
2 rdn)。
沈
線
3条

内
面
:脚
部
下
ヨ
コ
ナ
デ
の
ち
ハ
ケ
(10条
/17

cm)

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

外
面
黒
斑
あ
り
。

透
か
し
孔
4ヶ
所
あ
り
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
絃
、
絹

雲
母

法
量
:01～
5 0mm

面面
外内
5 YR6/6橙

。

5 YR6/6橙
。

174
生器

弥土
高
杯
1区

SR1002
75

全
体
の
1/4

外
面
:脚
部
ハ
ケ
(8条
/c ll)の

ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

(幅
約
3m)、
沈
線
1条
。

内
面
:脚
部
上
絞
り
痕
。
脚
部
中
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の

ち
ユ
ピ
ナ
デ
。
脚
都
下
板
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:精
。

一
部
反
転
復
元
。

透
か
し
孔
3ケ
所
あ
り
。

英量

石法
赤
色
斑
粒
、
絹
雲
母

:01～
2 0Jm

外
面
:7 5YR5/31こ

ぶ
い
掲
。

内
面
:7 5YR5/3に

ぶ
い
掲
。

生器

弥土
高
杯
1区

SR1002
(74)

脚
都
2洛

外
面
:杯
部
、
脚
部
上
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
2～
4

d」
l)。
脚
部
下
ヨ
ヨ
ナ
デ
。

内
面
:杯
部
下
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
3～
41m)。

脚
部
上
ユ
ビ
ナ
デ
。
脚
部
中
板
ナ
デ
。
脚
部
下
ヨ

コ
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

一
部
合
成
。

透
か
し
Tし
4ケ
所
あ
り
。

石
莫
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
70a」

l

面面

外内
5 YR6/6橙

。
5 YR6/6橙

。

176
生器

弥土
高
杯
1区

SRlC l12
(74)

(115)
脚
部
2/3
外
面
:杯
部
、
脚
部
上
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。
脚
部
下
摩

滅
の
た
め
調
整
不
明
。

内
面
:杯
部
ナ
デ
。
脚
部
摩
減
の
た
め
調
整
不
明

焼
成
:良
。

反
転
復
元
。

透
か
し
孔
4ヶ
所
あ
り
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
絹
雲
母

法
量
101～
6 0nm

画面

外内
5 YR5/6明

赤
褐
。

5 YR6/6橙
。

184
土
師
器
把
手
1区

SR1002
長
さ
58

幅
54
高
さ
65

把
手
の
み
面面
外内
ナ
デ
の
ち
ユ
ビ
オ
サ
エ

ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

石
英
、
赤
色
斑
粒
、
絹
雲
母

浅
量
:01～
5 5nm

面面
外内
5 YR5/6明

赤
褐
。

7 5YR5/6明
褐
。

生器

弥土
士璽
1区

SR1002
205

(175)
回
縁
部
～

体
部
1/2

外
面
:日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
頸
部
上
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

(幅
2～
4 1La)。
頸
部
下
ハ
ケ
(7条
/m)の

ち
貼
付
突
結
。
体
部
上
ハ
ケ
(7条
/cla)。
体
部

下
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
2～
3 5mm)。

内
面
:口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
頸
部
板
ナ
デ
。
体
部

ユ
ピ
オ
サ
エ
、
ユ
ビ
ナ
デ
の
ち
板
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
2 0HI

面面

外内
5 YR6/6橙

。
5 YR6/6橙

。

186
生器

弥土
1区

SR1002
(101)

日
縁
部
1た

外
面
:日
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
頸
部
ハ
ケ
(6条
/

cm)の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
25～

4 cln)。

内
面
:日
縁
部
ナ
デ
。
顎
都
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

一
部
合
成
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
班
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
3 0am

面面

外内
10YR6れ

に
ぶ
い
黄
橙
。

5 YR6ん
橙
。

187
生器

弥土
壺
1区

SRlCl12
63

14 35
(176)

ほ
ぼ
完
形

外
面
:頸
部
、
体
部
上
摩
滅
の
た
め
調
整
不
明
。

体
部
下
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
4 5alal)。

底
部
ナ
デ
。

内
面
:頸
部
ナ
デ
。
体
部
上
ユ
ビ
オ
サ
エ
。
体
都

下
板
ナ
デ
。

密
度
:良
。

底
部
穿
孔
あ
り
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒

法
量
:01～
3 7Dun

画面

外内
25Y8/3淡

黄
。

25Y8/2灰
白
。

生器

殊土
】堕
l区

SR1002
(101)

(25,9)
(200)

/1N体
の
4/5
外
面
:顕
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
4 Ha)、
ヨ
コ
ナ

デ
。
体
部
タ
タ
キ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
4a」
I)

内
面
:頸
部
、
体
部
ユ
ピ
オ
サ
エ
、
ユ
ビ
ナ
デ

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

頸
部
と
体
部
を
図
上
復
元
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
綿

雲
母

法
量
:01～
10 0am

画面
外内
5 YR5/6明

赤
褐
。

75Y馳
71褐
灰
。
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載暑

掲暴
分
類
名
称
調
査
区
出
土
遺
構

法
量

(国
径
)
濯騨

法
量

`鼻

キ
怒
ヽ
法
量

法
量

法
量

(言
台
言
)
残
存
率

調
整
技
法

特
徴

含
有
物

色
調

189
生器

弥土
一霊
1区

SRllll12
(26)

77
底
部
1カ

外
面
:体
部
ハ
ケ
(9～
10条
/cnl)の

ち
ヘ
ラ
ミ

ガ
キ
(幅
3～
4 HI)。
底
都
ナ
デ
。

内
面
:摩
滅
の
た
め
調
整
不
明
。
僅
か
に
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
の
痕
跡
あ
り
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

外
面
黒
斑
あ
り
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～

10HIId

面面

外内
5 YR5/6明

赤
褐
。

7 5YR4/2灰
褐
。

生器

弥土
養

ユ
区
SR1002

日
縁
都
2/3

面面

外内
ヨ
コ
ナ
デ
。

ヨ
コ
ナ
デ
。

焼
成
:や
や
不
良
。
密
度
:粗
。
石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
6 0dI

面面

外内
5 YR6/6橙

。
5 YR6/6橙

。

生器

弥土
鉢
1区

SR1002
(133)

全
体
の
3た
外
面
:口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

底
部
ナ
デ
。

内
面
:口
縁
都
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
下
板
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

石
英
、
長
石
、
絹
雲
母

法
量
:01～
3541

面面

外内
5 YR4/6赤

褐
。

5 YR4/6赤
褐
。

192
土
師
器
高
杯
1区

SR1002
脚
部
1/3

外
面
:脚
部
上
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
1～
3 mm)。

脚
部
下
ヨ
コ
ナ
デ
。

内
面
:脚
部
上
板
ナ
デ
の
ち
ナ
デ
。
脚
部
下
ヨ
コ

ナ
デ
。

焼
成
:や
や
不
良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
9 5mo

面面

外内
10YR6/3に

ぶ
い
黄
橙
。

10YR6/4に
ぶ
い
黄
橙
。

193
生器

弥土
高
杯
1区

SR1002
(88)
(120)

全
体
の
1/3

外
面
:杯
部
、
脚
部
ハ
ケ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。
脚

部
上
沈
線
3条
。
脚
部
下
沈
線
2条
。

内
面
:杯
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。
脚
部
上
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

脚
部
下
ヨ
ヨ
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

透
か
し
孔
4ケ
所
あ
り
。

脚
部
内
外
面
煉
付
着
。

石
英
、
長
石
、
赤
色
斑
粒
、
絹
雲
母

法
量
:01～
60m

面面

外内
5 YR5/6明

赤
褐
。

5 YR5/6明
赤
褐
。

194
生器

弥土
高
杯
1区

SR1002
(82)
122

61
底
部
2/3

外
面
:杯
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
3 mm)。
脚
部
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
(幅
3m)。
脚
部
下
ヨ
ヨ
ナ
デ
。

内
面
:杯
都
摩
滅
の
た
め
不
明
。
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
の

痕
跡
あ
り
。
脚
部
下
ヨ
コ
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
英
、
長
石
、
結
晶
片
岩
、
絹
雲
母

法
量
:01～
6011

面面

外内
5 YR6/6栓

。
5 YR6/6橙

。

土
製
品
土
錘
1区

SR1002
長
さ
33

幅
23
高
さ
23
孔
径
035

完
形

外
面
:ナ
デ
。
縦
溝
1状
あ
り
。

焼
成
:良
。
密
度
:精
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
1 4am

外
面
:75Y馳

ん
褐
。

196
土
師
質

土
器

鍋
2 3区

SRla14
(293)

(71)
回
縁
都
1/9

外
面
:日
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
頸
部
、
体
部
ハ
ケ
(5

条
/cn)の

ち
ナ
デ
。

内
面
:頸
部
、
体
都
板
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
英
、
赤
色
斑
粒
、
絹
雲
母

法
量
:01～
4 5all

面面

外内
10YR2/1黒

。

10YR6/4に
ぶ
い
黄
橙
。

197
土
師
質
土
器

鍋
2 3区

SRllX14
(278)

(77)
全
体
の
1カ

外
面
:日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
ユ
ビ
オ
サ
エ
の

ち
板
ナ
デ
(幅
1 5cm)。

内
面
:日
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
体
部
板
ナ
デ
(幅
15

c血
)。

良
度
密　ｏ

ｏｏ着

良元付

‥復煤

成転面

焼反外

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
2 0an

面面
外内
10YR7/2に

ぶ
い
黄
橙
。

10YR6/2灰
黄
褐
。

198
土
師
質
土
器

鍋
2 3区

SR10髄
(73)

不
明

外
面
:日
縁
部
ユ
ビ
オ
サ
エ
、
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部

ユ
ビ
オ
サ
エ
、
ヨ
コ
ナ
デ
の
ち
ハ
ケ
(3条
/cll)

内
面
:ヨ
ヨ
ナ
デ
。

良
度ｏ

密着

Ｌ鮒
‥面

成外

焼内
石
英
、
長
石
、
絹
雲
母
、
花
筒
岩

法
量
:01～
55m8

面面

外内
10YR5/2灰

黄
褐
。

101rR3/1黒
褐
。

瓦
器

椀
2 3区

SR1004
(34)

底
部
4/5
外
面
:体
都
ユ
ビ
オ
サ
エ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅

35m)。
底
部
、
高
台
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
貼
付
高
台

内
面
:ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
2～
4 ma)。

焼
成
:や
や
不
良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

石
英
、
長
石
、
結
晶
片
岩

法
量
:01～
30剛

面面

外内
5Y3/1オ

リ
ー
ブ
黒
。

25Y6/1黄
灰
。

23Э
土
師
器
杯
2 3区

SR1004
(148)

(100,
全
体
の
1/2

面切面ヽ

外ラ内デ

回
縁
部
、
体
郡
回
転
ナ
デ
。
底
部
回
転
ヘ

回
縁
部
、
体
部
回
転
ナ
デ
。
底
都
回
転
ナ

ビ
オ
サ
エ
、
漆
付
着
。

良
度
密

良元
‥復

成転

焼反
石
英
、
結
晶
片
岩
、
絹
雲
母

法
量
:01～
30n」

面面

外内
7 5YR6/3に

ぶ
い
褐
。

7 5YR6/3に
ぶ
い
掲
。

土
師
器
杯
2 3区

SR1004
(114)

2 65
全
体
の
1/4

外
面
:日
縁
部
、
体
部
回
転
ナ
デ
。
底
部
回
転
ヘ

ラ
切
り
の
ち
ナ
デ
。

内
面
:回
転
ナ
デ
。

良
度ｏ

密元

良
。睦
‥反

成部

焼一

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
3 0mm

面面

外内

202
土
師
器
皿
2 3区

SR1004
(96)

(10.4)
(70)

全
体
の
1/4

外
面
:日
縁
部
、
体
部
回
転
ナ
デ
。
底
部
回
転
ヘ

ラ
切
り
、
板
目
圧
痕
。

内
面
:日
縁
部
、
体
部
回
転
ナ
デ
、
底
部
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
英
、
赤
色
斑
粒
、
絹
雲
母

法
量
:01～
1 0da

外
面
:7 5YR8ん

浅
黄
橙
。

内
面
:5 YR8/3淡

橙
。

203
土
師
器
皿
2 3区

SR1004
(104)

(18)
(92)

全
体
の
1/5

外
面
:回
縁
部
、
体
部
回
転
ナ
デ
。
底
部
回
転
ヘ

ラ
切
り
の
ち
ナ
デ
。

内
面
:口
縁
部
、
体
部
回
転
ナ
デ
。
底
部
回
転
ナ

デ
の
ち
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:精
。

反
転
復
元
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
絹
雲
母

法
量
:01～
10H8

外
面
:10YR72灰

黄
褐
。

内
面
:10YR5/2灰

黄
褐
。

204
土
師
器
皿
2 3区

SR1004
(104)

(73)
全
体
の
1ん

外
面
:日
縁
部
、
体
部
回
転
ナ
デ
。
底
部
回
転
ヘ

ラ
切
り
。

内
面
:回
転
ナ
デ
。

良
度
密

良元
‥復

成転

焼反
締
芸
尊

法
量
:01～
1 0Hm

画面
外内
5 YR7/41こ

ぶ
い
橙
。

5YR73に
ぶ
い
橙
。

土
師
器
皿
2 3区

SR10114
l l

ほ
ぼ
完
形
外
面
:日
縁
部
、
体
部
回
転
ナ
デ
。
底
部
回
転
ヘ

ラ
切
り
の
ち
ナ
デ
、
板
目
圧
痕
。

内
面
:回
転
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
25山

画面

外内
5 YR5/6明

赤
褐
。

5 YR6/6橙
。
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菊
瓢

番
号
分
類
名
称
調
査
区
出
土
遺
構

法
量

(口
径
)
灌坤

法
量

r鼻
半
径
ゝ
法
量

法
量

法
曇

(言
台
言
)
残
存
率

調
整
技
法

特
徴

含
有
物

色
調

206
土
師
器
皿
2 3区

SR1004
(100)

(7.5)
全
体
の
1/2

外
面
:口
縁
部
、
体
部
回
転
ナ
デ
。
底
部
回
転
ヘ

ラ
切
り
の
ち
ナ
デ
。

内
面
:口
縁
部
、
体
部
回
転
ナ
デ
。
底
部
回
転
ナ

デ
の
ち
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:精
。

反
転
復
元
。

石
英
、
長
石
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑

粒
、
絹
雲
母

法
量
:01～
451B

面面

外内
5 YR6/6橙

。
7 5YR6れ

に
ぶ
い
橙
。

土
師
器
高
台
付
皿

2 3区
SRllX14

(60)
高
台
都
以
外

ほ
ぼ
完
形

外
面
:回
縁
部
、
体
部
、
底
部
回
転
ナ
デ
。
高
台

部
ナ
デ
。

内
面
:回
転
ナ
デ
。

焼
成
!良
。
密
度
:良
e

一
部
反
転
復
元
。

石
英
、
絹
雲
母

法
量
:01～
5,OIB

外
面
:7 5YR5/2灰

褐
。

内
面
:7 5YR5/2灰

褐
。

土
師
器
台皿

高付
2・
3

区
SR1004

25
全
体
の
2/3
外
面
:体
部
、
底
部
回
転
ナ
デ
。
高
台
部
ナ
デ
。

内
面
:回
転
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:精
。

反
転
腹
元
。

高
台
部
外
面
煤
付
着
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～

3 0alt

外
面
:5 YR6れ

に
ぶ
い
橙
。

内
面
:75Y硝

//3に
ぶ
い
褐
。

土
師
器
台皿

高付
2 3区

SR10図
27

17
底
部
1カ
外
面
:体
部
、
底
部
回
転
ナ
デ
。
高
台
部
ナ
デ
。

内
面
:回
転
ナ
デ
。

焼
成
:や
や
不
良
。
密
度
:精
。

反
転
復
元
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
班
粒
、
絹

雲
母

法
量
:01～
2 0md

外
面
:5 YR6/6橙

(高
台
部
-10

YR7/2に
ぶ
い
黄
橙
)。

内
面
:5 YR6/6橙

。

210
土
師
器
養
2 3区

SR1004
0
(136)

(88)
全
体
の
1/6
外
面
:日
縁
部
、
頸
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
都
ナ
デ
(外

面
に
固
形
状
の
煤
付
着
に
よ
り
調
整
不
明
)。

内
面
:ヨ
ヨ
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:粗
。

反
転
復
元
。

内
外
面
媒
付
着
。

石
英
、
長
石
、
結
晶
片
君
、
赤
色
斑

粒
、
絹
雲
母
、
砂
岩

法
量
:01～

4.O oo

画面

外内
7 5YR6/4に

ぶ
い
栓
。

7 5YR6泡
灰
褐
。

色器

黒土
杯
2 3区

SR10114
(155)

(31)
口
縁
都
1/5

面面
外内
回
転
ナ
デ
。

回
転
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

黒
色
土
器
B類
。

長
石
、
絹
雲
母

法
量
:01～
1 0ma

外
面
:N2/0黒

。
内
面
:N2Ю
黒
。

色器

黒土
椀
2・
3

区
SRlllC14

(15)
72

底
部
完
形
外
面
:ナ
デ
。

内
面
:ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
0 5cl)

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

黒
色
土
絣
類
。

英量

石法
絹
雲
母

:01～
10剛

外
面
:N3/0暗
灰
。

内
面
:N3/0暗

灰
。

色器

黒土
椀
2 3区

SR10∝
(31)

底
部
1//4

外
面
:体
部
回
転
ナ
デ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
約

2 5tt)。
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り
。
高
台
部
回
転
ナ

デ
。

内
面
:回
転
ナ
デ
の
ち
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
(幅
2～
4

aI)。

焼
成
:良
。
密
度
!良
。

反
転
復
元
。

黒
色
土
紳
類
。

石
莫
、
絹
雲
母

法
畳
101～

2.OtuI

外
面
:N3/0暗

灰
。

内
面
:N2/0黒

。

土
師
器
麗
2 3区

SR10∝
(134)

(105)
日
縁
部
ユ
れ

外
面
:摩
滅
の
た
め
調
整
不
明
。

内
面
:口
縁
部
、
頸
部
ヨ
コ
ナ
デ
。
体
部
ナ
デ
の

ち
ユ
ビ
オ
サ
エ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
犠
復
元
。

石
英
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑
粒

法
量
:01～
3 5od

面面
外内
5 YR6/4に

ぶ
い
橙
。

25Y5/1黄
灰
。

須
恵
器
杯
蓋
2 3区

SR1004
(4,7)

全
な
の
1/5
外
面
:口
縁
部
、
体
部
下
回
転
ナ
デ
。
体
部
上
、

天
頂
部
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

内
面
:回
転
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

反
転
復
元
。

石
英
、
長
石

法
量
:01～
20m

外
面
I N6ん
灰
。

内
面
:N6れ
D灰
。

須
恵
器
杯
身
2 3

SR1004
(21)

底
部
1れ

面面
外内
体
部
回
転
ナ
デ
。
底
部
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

回
転
ナ
デ
の
ち
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:精
。

FA部
外
面
に
ヘ
ラ
記
号
あ
り
。

石
英
、
長
石
、
黒
色
斑
粒

湊
畳
:01～
30m

面面

外内
75Y6/1灰

。
75Y7/1灰

白
^

須
恵
器
杯
身
2 3区

SR1004
(19)

全
体
の
3/4

画面ナ

外内ピ

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

体
部
回
転
ナ
デ
。
底
部
回
転
ナ
デ
の
ち
ユ
焼
成
:や
や
不
良
。
密
度
:良
。

底
部
外
面
に
ヘ
ラ
記
号
あ
り
。

石
英
、
長
石
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑

粒法
量
:01～
251J4

面面

外内
5Y6/1灰

。

5Y7/1灰
白
。

須
恵
器
憂
2 3ヌ

SRllX14
(81)

不
明
外
面
:回
転
ナ
デ
、
櫛
描
文
。

内
面
:回
転
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:精
。

石
莫
、
絹
雲
母
、
黒
色
斑
粒

法
畳
:01～

2 0trun

外
面
:N3/0暗

灰
。

土
師
器
台皿

高付
2区

包
含
層

8.1
全
体
の
ツ
10

外
面
:日
縁
部
、
体
部
、
底
部
回
転
ナ
デ
。
高
台

部
回
転
ナ
デ
。

内
面
:回
転
ナ
デ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

石
奥
、
長
石
、
結
晶
片
岩
、
赤
色
斑

粒法
量
:01～
6 8nI

面面
外内
5 YR7/6橙

。

5 YR7/6橙
。

224
陶
器
椀
1区

包
含
層

50
底
部
1/2

外
面
:ロ
ク
ロ
ナ
デ
。
削
り
出
し
高
台
。

内
面
:ロ
ク
ロ
ナ
デ
。
模
様
あ
り
。

焼
成
:良
。
密
度
:精
。

一
部
反
転
復
元
。

内
外
面
施
釉
あ
り
。

結
晶
片
岩
、
絹
雲
母

法
量
:01～
1 0dd

外
面
:10YG6 5/3Sグ

レ
イ
み
の

黄
緑
。

内
面
:8Y6ν

3Sグ
レ
イ
み
の
黄

土
師
器

ミ
ニ
テ
エ
ア

土
器

2区
包
含
層

(22)
(23)

14
19

全
体
の
2/3
外
面
:ユ
ピ
オ
サ
エ
、
ユ
ビ
ナ
デ
。

内
面
:ユ
ピ
オ
サ
エ
。

焼
成
:良
。
密
度
:良
。

一
部
反
転
復
元
。

外
面
黒
斑
あ
り
。

石
英
、
絹
雲
母

法
量
:01～
151m

面面

外内
7_5YR6/6橙

。
2 5YR5/6明

赤
褐
。

226
土
製
品
紡
錘
車
1区

包
含
層

長
さ
75
幅
74
高
さ
38

ほ
ぼ
完
形
外
面
:ユ
ピ
オ
サ
エ
。

法
量
:01～
15n」

外
面

内
面

10YR6/4に
ぶ
い
責
橙
。

10YR6れ
に
ぶ
い
黄
橙
。



第13表 南庄遺跡 石器・石製品観察表
載
号
掲
番

名称 調査区 出土遺構
法量
長さ(cm)

法量

幅(cm)
法量
)享さ(cm)

法量
重さ(g)

石材 平面形態 欠損部位 備考

石庖丁 1区 SB1001 12.35 1.0 1494 結晶片岩
平刃
単刃

完形

石庖丁

(未製品)
1区 認 1001 6.3 1654 結晶片岩

石庖丁

(未製品)
1区 SB1001 92.4 結晶片岩 単刃

石庖丁

(未製品 )
1区 SB1001 結晶片岩

17 砥石 1区 SBllll11 (96) (675) (3.0) (1873) 砂岩

側
側
側

上
右

下
被熱により変色

砥 石 1区 SB1001 318.1 砂 岩

側
側
側

右

下
左
被熱により変色

台石 区 SB1001 17.5 865瞳 結晶片岩

石核 区 朗 1001 27.05 15.5kg 結晶片岩

石核 区 SB10Э l 67 16 0kg 結晶片岩

石核 区 SB1001 249 57 8 8kg 結晶片岩

23 石鏃 区 SD1002 サヌカイト 凹基 完形

24 スクレイパー 区 SD1002 4.85 32.3 サヌカイト 完形

凹石 区 SD1002 5.45 703.3 結晶片岩 完形

27 石鏃 1区 SD1003 2.7 サヌカイト 凸基 先端

台石 1区 SD1008 20。 7 5.開瞳 結晶片岩

64 石鏃 2区 SD1022 サヌカイト 凹基 完形

77 砥 石 2区 SP1049 121.0 滑石 完形

83 打製石庖丁 1区 SR1002 5,0 0.5 結晶片岩
刃

刃

平

複 完形

84 蔽石 区 SRlKll12 241 9 砂岩 上側

敲石 区 SR1002 23 2 8460 結晶片岩 上側

蔽石 区 SR1002 385 2.35 172.1 泥岩 下側

磨製石庖丁 区 SR1002 (5.2) (12.8) (065) (76.0) 結晶片岩 凸刃

124 石杵 区 SR1002 1093.6 砂 岩 上側 朱付着

177 石鏃 1区 SR1002 (3.5) (1.9) 0.55 サヌカイト 凸基 基音Б

178 石鏃 l区 SR1002 0.65 サヌカイト 有茎 完形

打製石庖丁 1区 SR1002 18 2312 結晶片岩
刃

刃

平

複 完形

180 磨製石斧 l区 SR1002 19 201.8 砂質片岩 ? 完形

砥石 1区 SR1002 14.15 742.1 砂岩 左側

182 敲石 1区 SR1002 10.35 1.0 98.1 結晶片岩 完形

敵石 1区 SR1002 133 7] 669 0 石英 完形 赤色の付着物あ り

227 敲石 1区
包含層
(R-18)

12.55 2.35 15 砂岩 完形

第14表 南庄遺跡 鉄器 。金属製品観察表
載
号
掲
番 名称 調査区 出土遺構

法量
長さ(cm)

南重

帥

法
は

法量
厚さ(cm)

法量
重さ(g)

備考

釘 2区 SC1002EP l

76 釘 2区 SP1030 (5.2) (215) (1.5) (

刀子 2区 SR10И

第15表 南庄遺跡 木器・木製品観察表
載
号
掲
番

分類 名称 調査区 出土選構
法量

長さ(cm)
法量
幅(cm)

法量
ナ享さ(cm)

型式 木取 り 表面の状態
特徴 1

(残存部に関する情報)

特徴 2

(形状に関する情報)
備考

祭祀具 斎 串 2区 SR1004 1.2 0 25 CI 板 目 やや滑 らか ほぼ完形

表裏両面を細かく
削り成形。上端は

九く成形。

祭祀具 斎串 2区 SR1004 (14.0) 0.25 C 板 目 やや滑 らか 上端部欠損。
下部先端を細く尖
らせている。

都材 板 2区 SR10C14 (65) 2.1 板 目 やや滑らか 上端部久損。

―-454-―
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図版54

調査前風景

作業風景

1区 (南側)完掘状況
(北から撮影)

―-457-―



図版 55

戦一柱
・　・
一謂

1区 (北側)完掘状況
(北から撮影)

1区 SB1001遺物出土状況
(東から撮影)

1区 SB1001完掘状況
(北から撮影)

―-458-―



図版56

1区 SD1002完掘状況
(南東から撮影)

1区 SD1011遺物出土状況

1区 SK1006遺物出土状況
(北東から撮影)

―-459-―
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図版 57

流Iユ|

1区 SR1002土層堆積状況

1区 SR1002遺物出土状況

―-460-―

1区  SR1002石杵出土状況



図版 58

‐
 |■■| |

!渉.■ギ

1区 SR1002完掘状況
(北東から撮影)

2区 完掘状況 (北から撮影 )

2区  SA1001完掘状況
(北から撮影 )

出
Ｈ
＝
「
引
・

一

脇

=中
■F■r
i  t叢撃■
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図版59

館岬一一一一一

ｉ
上
一
滞

2区  SD1002・ 1003完掘状況
(北西から撮影)

2区  SD司 020土層堆積状況

2区 SD1020遺物出土状況
(北東から撮影)

離
一誕

―-462-―



図版 60

一ギ
・主　・　．　　．荘

．一
一．．．一
一
一
一一
一
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